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市議会だより
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新しい時代にふさわしい市民に 開けた安曇野市議会をめざして

第
三
回
臨
時
会
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議長・副議長就任あいさつ

　

議
員
各
位
の
ご
支
援
を
賜
り
不
肖
私
が

議
長
に
就
任
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
曇
野
市
で
は
総
合
計
画
を
柱
に
、計

画
か
ら
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、議
会
が
担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
、
公
平
・
公
正
な
立
場
で
、
議

論
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
合
意
形
成
を
図

り
、
透
明
度
の
あ
る
開
か
れ
た
議
会
を
推

進
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
世
界
同
時
経
済
危
機
が
続
く
中

で
、
景
気
対
策
を
最
優
先
に
し
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
本
庁
舎
建
設
、
土
地
利

用
制
度
制
定
や
第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
不
振

対
策
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
場

所
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
基
本
姿
勢
を

し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
、
議
論
、
見
極
め

を
し
、
議
会
と
し
て
の
立
場
を
明
ら
か
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
議
員
定
数
等

の
課
題
と
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
早
期

に
議
論
を
始
め
、
議
会
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
距
離
を
一
層
近
づ
け
る
努
力
を
す
る

と
と
も
に
、
執
行
機
関
と
議
会
が
緊
張
感

を
保
ち
、
切
磋
琢
磨
し
合
う
姿
勢
で
安
曇

野
市
の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長
藤　原　広　徳

　

昨
年
11
月
6
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
選
挙
に
よ
り
副
議
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
藤
原
議
長
が
所
信
表
明
で
示
さ

れ
た
議
会
運
営
に
対
す
る
考
え
方
や
、
行

政
執
行
す
る
市
長
に
対
し
て
議
会
の
あ
る

べ
き
姿
勢
、
ま
た
、
議
会
自
身
の
改
革
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
賛
同
い

た
し
ま
す
。

　

も
と
よ
り
副
議
長
の
役
割
は
、
法
的
に

は
市
長
、
副
市
長
の
関
係
の
ご
と
く
補
助

機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
の
活
動

に
お
き
ま
し
て
、
議
長
の
議
会
運
営
に
お

け
る
よ
き
相
談
相
手
と
な
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
建
設
的
提
言
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
上
の
副
議
長
の
職

務
は
、「
議
長
に
事
故
あ
る
と
き
、ま
た
は
、

議
長
が
欠
け
た
と
き
に
議
長
の
職
務
を
行

う
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
が

生
じ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、

万
が
一
そ
の
立
場
に
な
っ
た
際
は
、
公
平

無
私
、
中
立
的
立
場
を
堅
持
し
て
、
地
方

自
治
法
、
会
議
規
則
等
の
関
係
法
並
び
に

会
議
原
則
に
の
っ
と
り
公
正
に
判
断
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
曇
野
市
の
発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

副議長
丸　 山　祐　之

　

安
曇
野
市
議
会
議
員
の
一
般

選
挙
後
の
初
議
会
と
な
る
、
第

3
回
臨
時
会
が
、
11
月
6
日
開

催
さ
れ
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
議
長

と
副
議
長
の
選
挙
が
行
な
わ

れ
、
議
長
に
藤
原
広
徳
議
員
、

副
議
長
に
丸
山
祐
之
議
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　

詳
し
く
は
議
案
の
審
議
結
果

（
Ｐ
７
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
事
案
件

・
村
上
広
志
氏
の
副
市
長
の
選

任
に
つ
い
て
、
同
意
し
た
。

・
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

左
記
の
２
氏
に
つ
い
て
同
意

し
た
。

古
幡
開
太
郎
氏

丸
山　

武
人
氏

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

左
記
の
２
氏
に
つ
い
て
同
意

し
た
。

山
中　

崇
氏

黒
岩
宏
成
氏

（
議
会
選
出
）

議員紹介
・氏名（年齢）
・会派
・住所
・電話番号

（議席順）平成 21 年 11 月 6 日現在

荻
おぎ

　原
わら

　勝
かつ

　昭
あき

（65）

無所属
穂高 7905－1
0263－82－5426

小
こ

　松
まつ

　洋
よういちろう

一郎（68）

しん風会
三郷明盛 2379－3
0263－77－4490

猪
い

　狩
がり

　久
く み こ

美子（58）

日本共産党安曇野市議団
穂高柏原 2414－11
0263－82－2992

畠
はたけ

　山
やま

　倉
くら

　光
みつ

（62）

信進クラブ
穂高有明 2842
0263－83－3118

小
こ

　松
まつ

　芳
よし

　樹
き

（48）

公明党
三郷温 7238
0263－77－4337

藤
ふじ

　原
わら

　陽
よう

　子
こ

（58）

公明党
豊科高家 5991－1
0263－72－1721

高
たか

　橋
はし

　　　淨
きよし

（64）

しん風会
豊科田沢 6478
0263－72－7800

青
あお

　嶋
しま

　智
とし

　隆
たか

（65）

しん風会
豊科 4474－1
0263－72－2737

山
やま

　地
ち

　重
しげ

　雄
お

（57）

無所属
穂高 1264
0263－82－3498

召
めす

　田
だ

　義
よし

　人
ひと

（63）

しん風会
穂高 6663－1
0263－82－2755

内
うち

　川
かわ

　集
しゅう

　雄
お

（58）

平
豊科光 1887－1
0263－71－2231

相
あい

　田
だ

　登
と み え

美枝（70）

無所属
豊科 2534－2
0263－73－2030

小
こ

　林
ばやし

　紀
のり

　之
ゆき

（66）

信進クラブ
豊科 2303－1
0263－72－4785

小
こ

　林
ばやし

　純
じゅん

　子
こ

（55）

無所属
穂高有明 2104－10
0263－83－4387

大
おお

　月
つき

　晃
あき

　雄
お

（62）

新生会
明科中川手 3771－1
0263－62－3000

松
まつ

　澤
ざわ

　好
よし

　哲
のり

（65）

日本共産党安曇野市議団
堀金烏川 3645－1
0263－73－9330

松
まつ

　尾
お

　　　宏
ひろし

（65）

平
豊科高家 5412－ｲ－1
0263－72－4314

下
しも

　里
さと

　喜
き よ か ず

代一（46）

日本共産党安曇野市議団
明科東川手 11667－17
0263－62－5202

山
やま

　田
だ

　高
たか

　久
ひさ

（70）

新生会
豊科高家 1715
0263－72－3817

平
ひら

　林
ばやし

　徳
のり

　子
こ

（66）

新生会
三郷小倉 5367－1
0263－77－3516

松
まつ

　森
もり

　幸
こう

　一
いち

（59）

公明党
穂高有明 7412－19
0263－83－6061

高
たか

　山
やま

　一
いち

　栄
え

（71）

信進クラブ
穂高北穂高 1463
0263－82－3305

浜
はま

　　　昭
しょう

　次
じ

（61）

平
三郷明盛 360
0263－77－8095

黒
くろ

　岩
いわ

　宏
ひろ

　成
なり

（65）

信進クラブ
堀金烏川 4691－4
0263－73－4324

宮
みや

　下
した

　明
あき

　博
ひろ

（61）

信進クラブ
明科七貴 4073
0263－62－2622

吉
よし

　田
だ

　満
みつ

　男
お

（63）

無所属
穂高有明 6316
0263－83－2123

丸
まる

　山
やま

　祐
ゆう

　之
じ

（62）

平
豊科南穂高 4835
0263－72－2764

藤
ふじ

　原
わら

　広
ひろ

　徳
のり

（68）

信進クラブ
穂高牧 706
0263－83－2892



　

共
に
響
き
合
え
る
安
曇
野
を
目
指
し

現
場
の
声
を
大
切
に
、
７
つ
の
政
策
を

誠
心
誠
意
全
力
で
実
施
す
る
。

　

笑
顔
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の

　

ま
ち
づ
く
り

　

明
る
く
元
気
な
挨
拶
を
通
し
、
親
切

か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
市
民
と
行
政
の

信
頼
構
築
。民
間
活
力
の
導
入
、地
方
公

共
団
体
、
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を

図
り
、
事
業
性
を
意
識
し
た
専
門
性
の

高
い
職
員
育
成
を
図
り
た
い
。

　

元
気
な
産
業
と
安
定
雇
用
の

　

ま
ち
づ
く
り

　

安
曇
野
の
象
徴
、
緑
豊
か
な
田
園
風

景
を
守
る
農
業
は
大
切
な
産
業
。工
業
・

商
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
観
光

業
な
ど
、
異
業
種
が
連
携
し
併
せ
て
産

学
連
携
で
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図

り
、
各
種
の
振
興
施
策
を
策
定
し
、
各

産
業
の
発
展
を
目
指
し
、
安
定
雇
用
と

市
の
自
主
財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

　

安
心
・
安
全
・
支
え
あ
い
の

　

ま
ち
づ
く
り

　

市
政
が
市
民
生
活
の
現
場
に
近
づ
き

市
民
も
行
政
運
営
に
近
づ
く
そ
の
重
な

り
合
い
の
な
か
で
、市
民
と
行
政
が
協
力

し
合
い
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
仕

組
み
を
考
え
る
。隣
組
な
ど
自
治
区
の

絆
を
強
め
、全
て
の
市
民
が
支
え
あ
い
安

心
、安
全
に
教
育
を
受
け
る
支
援
体
制
の

整
備
、防
災
対
策
に
取
り
組
み
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
の
強
化
を
図
り
た
い
。

　

健
全
財
政
と
積
極
的
な
情
報
公
開

　

厳
し
い
財
政
状
態
の
な
か
で
歳
入
に

お
け
る
自
主
財
源
の
確
保
。
産
業
振
興

と
雇
用
確
保
、
税
の
収
納
率
向
上
、
不

要
財
産
処
分
。
歳
出
の
一
層
の
経
費
削

減
。「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」「
人
事

評
価
制
度
」
に
よ
る
事
務
事
業
の
効
率

を
図
り
、「
行
政
評
価
制
度
」
に
基
づ

き
既
存
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
市
長
活
動
日
誌
」

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。
市
民
の
声
を
聴

く
懇
談
会
を
開
催
し
市
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
行
政
情
報
の
公
開
を
進
め
る
。

　

福
祉
の
充
実
と
次
世
代
育
成
の

　

ま
ち
づ
く
り

　

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
早
期
実

現
さ
せ
老
朽
化
し
た
保
育
園
施
設
の
建

設
を
進
め
る
。
保
育
料
の
見
直
し
、
子

ど
も
の
医
療
費
の
助
成
拡
大
を
推
進
す

る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
元
気

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

安
曇
野
が
踊
る
観
光
の

　

ま
ち
づ
く
り

　

通
過
型
観
光
か
ら
脱
却
し
、
都
市
と

地
方
の
交
流
促
進
。安
曇
野
の
農
産
物
、

安
曇
野
な
ら
で
は
の
体
験
・
感
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
温
泉
資
源
を
融
合
し
た
滞

在
型
観
光
を
図
り
た
い
。

　

喫
緊
の
４
課
題
の
取
り
組
み

①
本
庁
舎
建
設
問
題

　

時
間
的
制
約
が
あ
り
、
行
財
政
の
効

率
化
と
防
災
拠
点
、
市
民
の
活
動
拠
点

と
し
て
、
必
要
最
小
限
の
本
庁
舎
建
設

は
最
優
先
に
取
り
組
む
。

②
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

　
建
設
問
題

　

日
常
生
活
の
う
え
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
設
。
自
区
内
処
理
の
原
則
の
も

と
、
市
民
に
誠
意
を
尽
し
、
最
終
処
分

場
の
計
画
内
容
を
説
明
し
、
施
設
確
保

に
向
け
取
り
組
む
。

③
土
地
利
用
問
題

　

線
引
き
制
度
を
廃
止
し
、
自
主
条
例

に
よ
る
農
業
・
商
工
業
の
振
興
・
住
環

境
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
制
度
作

り
を
進
め
る
。

④
安
曇
野
菜
園
問
題

　

経
営
を
継
続
し
、
経
営
管
理
、
栽
培

技
術
の
強
化
を
図
り
、
施
設
の
設
置
目

的
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
会
社
の
再

建
を
目
指
す
。

安曇野市長

宮 澤　宗 弘

 組合議会等議員構成

安曇野市議会委員会構成
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委 員 会 名 所　　管　　事　　項 氏　　　名

総 務 委 員 会
（定数 8 人）

平成21年11月6日から

総務部、企画財政部、会計局、監査委員、選挙
管理委員会、公平委員会、固定資産評価審査委
員会、議会事務局の所管に属する事項、他の委
員会の所管に属さない事項

◎松森　幸一　○松尾　　宏　荻原　勝昭
　小松洋一郎　　松澤　好哲　平林　徳子
　高山　一栄

環境経済委員会
（定数 7 人）

平成21年11月6日から

市民環境部、産業観光部、農業委員会の所管に
属する事項

◎吉田　満男　○高橋　　淨　畠山　倉光
　大月　晃雄　　下里喜代一　黒岩　宏成
　丸山　祐之

福祉教育委員会
（定数 7 人）

平成21年11月6日から

健康福祉部、福祉事務所、教育委員会の所管に
属する事項

◎山田　高久　○召田　義人　猪狩久美子
　藤原　陽子　　相田登美枝　浜　　昭次
　宮下　明博

建設水道委員会
（定数 6 人）

平成21年11月6日から

都市建設部、上下水道部の所管に属する事項
◎小林　紀之　○青嶋　智隆　小松　芳樹
　山地　重雄　　内川　集雄　小林　純子

議会運営委員会
（定数 8 人）

平成21年11月6日から

議会の会期及び議事日程等議会運営上必要な事
項の所管に属する事項

◎浜　　昭次　○松澤　好哲　小松洋一郎
　青嶋　智隆　　大月　晃雄　松森　幸一
　高山　一栄　　宮下　明博

議　会　広　報
特 別 委 員 会

（定数 10 人）
平成21年11月6日から

「安曇野市議会だより」の編集及び運営に関す
る事項

◎小林　純子　○内川　集雄　荻原　勝昭
　猪狩久美子　　畠山　倉光　小松　芳樹
　藤原　陽子　　高橋　　淨　山地　重雄
　相田登美枝

「
共
に
響
き
合
え
る
安
曇
野
を
目
指
し
て
」

　

市
民
の
一
体
感
を
持
ち
市
民
全
体
が

　
　

活
気
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

◎委員長　○副委員長

（平成21年11月25日現在）

組 合 議 会 等 名 称 所　　　　属　　　　議　　　　員

松本広域連合議会議員 藤原　広徳 内川　集雄 高橋　　淨 平林　徳子 松澤　好哲

安曇野・松本行政事務組合議会議員 丸山　祐之 小松洋一郎 召田　義人 松澤　好哲

安曇野松筑広域環境施設組合議会議員
藤原　広徳 浜　　昭次 青嶋　智隆 藤原　陽子 大月　晃雄
小林　紀之 畠山　倉光 下里喜代一 吉田　満男 山地　重雄

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員 下里喜代一

穂高広域施設組合議会議員
藤原　広徳 松尾　　宏 召田　義人 松森　幸一 山田　高久
高山　一栄 小松　芳樹 猪狩久美子 荻原　勝昭

安曇野市民生委員推薦会委員 山田　高久 召田　義人

安曇野市社会福祉協議会評議員 相田登美枝 

安曇野市都市計画審議会委員 小林　紀之 青嶋　智隆 宮下　明博

安曇野赤十字病院経営審議会委員 藤原　広徳 小林　紀之

12
月
定
例
会　

市
長
所
信
表
明



議案の審議結果 12月定例会で決まりました
◆
反　

対　

当
議
会
は
議
員
年

金
制
度
を
廃
止
す
る
意
向
で
ま

と
ま
り
、
県
の
議
長
会
に
も
伝

え
て
い
る
。
こ
れ
は
議
長
会
に

任
せ
る
と
い
う
の
が
筋
で
あ

り
、
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を

改
め
て
提
出
す
る
こ
と
に
は
反

対
。　

◆
賛　

成　

こ
の
年
金
制
度
は

23
年
度
に
は
破
綻
す
る
。
議
員

は
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
総
務
省
の
年
金
制
度
検

討
会
の
報
告
が
年
内
に
出
る

が
、
そ
の
前
段
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
こ
そ
意
義
が
あ

る
。　

◆
反　

対　

当
議
会
（
議
長
）

は
議
員
年
金
制
度
廃
止
の
意
思

を
、
県
の
市
議
会
議
長
会
で
表

明
し
た
。そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

議
会
の
総
意
と
し
て
意
見
書
を

提
出
し
た
い
。
ど
う
い
っ
た
形

で
議
員
年
金
制
度
に
取
り
組
む

の
が
適
切
で
あ
る
か
、
勉
強
し

て
か
ら
に
す
べ
き
。

◆
賛　

成　

議
長
が
廃
止
の
立

場
を
表
明
し
て
も
、
最
終
的
に

は
議
長
会
の
決
定
に
従
う
と
い

う
の
は
、
言
わ
ず
も
が
な
の
こ

と
で
あ
る
。当
市
議
会
と
し
て
、

議
員
年
金
制
度
は
廃
止
す
べ
き

と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
国
の
関
係
機
関
に

意
見
書
を
上
げ
て
い
く
こ
と
こ

そ
筋
だ
と
思
う
。

◆
反　

対　

意
見
書
の
趣
旨
に

は
賛
成
だ
が
、
公
的
3
年
金
に

加
え
て
、
議
員
に
だ
け
一
般
国

民
と
異
な
る
二
つ
目
の
受
給
資

格
が
あ
る
こ
と
自
体
を
問
題
に

す
べ
き
で
あ
る
。
意
見
書
を
提

出
す
る
な
ら
ば
、
国
全
体
の
公

的
年
金
制
度
の
再
構
築
を
促
す

附
帯
的
意
見
を
添
え
る
べ
き
で

あ
る
。

Ｑ　

下
水
道
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
穂
高
地
域
が
極
め
て
遅
れ

て
い
る
。
合
併
浄
化
槽
の
設
置

の
検
討
を
含
め
、
市
全
体
の
下

水
道
事
業
を
見
直
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
委
員

会
で
の
議
論
が
ど
う
だ
っ
た
の

か
伺
い
た
い
。

Ａ　

穂
高
地
域
に
つ
い
て
は
、

整
備
範
囲
が
広
大
で
あ
る
と
い

う
地
域
的
な
問
題
が
あ
り
、
ま

だ
時
間
が
か
か
る
。
今
後
の
起

債
償
還
の
こ
と
も
考
慮
し
、
経

費
削
減
、
建
設
費
削
減
と
い
う

方
向
で
、
合
併
浄
化
槽
を
使
っ

て
い
く
こ
と
も
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

平成 21 年度安曇野市一般会計補正予算（第 4号）の概要

補正予算額 1,400 万円を追加し、補正後の予算額 362 億 1,900 万円

◆歳入について　地方交付税や各事業に伴う国県支
出金等を追加し、基金繰入金、諸収入、市債などを
減額計上。主な内容として地方交付税は 11 億 125
万 8 千円増額、基金
繰入金・財政調整基
金は 9 億 4,490 万 6 千
円の減額、合併特例
債、防災行政無線整
備 費 は 1 億 200 万 円
の減額。

◆歳出について　介護給付費、訓練等給付費、生活
保護扶助費、新型インフルエンザ予防接種費、中小
企業振興資金貸付事業費などを増額計上し、子育て
応援特別手当平成 21 年度版の事業中止や、工事な
どの入札差金により減額計上した。主な内容として
介護給付費・訓練等給付金 1 億 6,000 万円、生活保
護給付費 1 億 4,600 万円、新型インフルエンザ予防
接種費 5,662 万 1 千円、中小企業振興資金貸付事業
費 3,700 万円をそれぞれ増額。子育て応援特別手当
平成 21 年度版は 9,550 万 8 千円の減額。

平
成
21
年
度
安
曇
野
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

賛
成
多
数
で
可
決

本
会
議
　
委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

賛
成
少
数
で
否
決

穂高有明山麓地域の下水道整備は現在進行中

選挙
件　　　　　　　名 結　果

議長の選挙 当選

副議長の選挙 当選

松本広域連合議会議員の選挙 当選

安曇野松筑広域環境施設組合議会議員の選挙 当選

穂高広域施設組合議会議員の選挙 当選

安曇野・松本行政事務組合議会議員の選挙 当選

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員の選挙 当選

市長提出議案

議案番号 件　　　　　　　名 結　果

報告第29号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分
の報告について（自動車事故に関すること） 受理

報告第30号
地方自治法第 180 条の規定による専決処
分の報告について（天蚕センター隣接土地
の和解に関すること）

受理

議案第116号 副市長の選任について 同意

議案第117号 教育委員会委員の任命について 同意

議案第118号 監査委員の選任について 同意

議員提出議案

議案番号 件　　　　　　　名 結　果

議案第12号 安曇野市議会議会広報特別委員会の設置に
ついて 原案可決

議案第13号 安曇野市議会常任委員会委員の選任について 選任

議案第14号 安曇野市議会議会運営委員会委員の選任に
ついて 選任

議案第15号 安曇野市議会議会広報特別委員会委員の選
任について 選任

議案第16号 安曇野市議会委員会条例の一部を改正する
条例 原案可決

平成 21 年安曇野市議会第 3 回臨時会（11 月 6 日）

平成 21 年安曇野市議会 12 月定例会
12月1日開会し会期22日間をもって12月22日に閉会

平成 21 年安曇野市議会第 4 回臨時会（11月26日）

議案番号 件　　　　　　　名 結　果

報告第31号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分
の報告について（道路事故に関すること） 受理

議案第119号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第120号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例 原案可決

議案第121号 安曇野市企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第122号 学校情報通信機器購入に係る売買契約につ
いて 原案可決

議案第123号 学校図書館管理システム購入に係る売買契
約について 原案可決

議案第124号 監査委員の選任について 同意

市長提出議案

議案番号 件　　　　　　　名 結　果

議案第125号 安曇野市特別職の職員等の旅費又は費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第126号 安曇野市重度心身障害者福祉金に関する条
例の一部を改正する条例 原案可決

議案第127号 安曇野市社会就労センター条例の一部を改
正する条例 原案可決

議案第128号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正す
る条例 原案可決

議案第129号 安曇野市公衆便所の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第130号 平成 21 年度安曇野市一般会計補正予算
（第 4 号） 原案可決

議案第131号 平成 21 年度安曇野市国民健康保険特別会
計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第132号 平成 21 年度安曇野市老人保健特別会計補
正予算（第 2 号） 原案可決

議案第133号 平成 21 年度安曇野市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第134号 平成 21 年度安曇野市介護保険特別会計補
正予算（第 3 号） 原案可決

議案第135号 平成 21 年度安曇野市下水道事業特別会計
補正予算（第 3 号） 原案可決

議案第136号 平成 21 年度安曇野市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第137号 平成 21 年度安曇野市有明山林財産区特別
会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第138号 平成 21 年度安曇野市水道事業会計補正予
算（第 2 号） 原案可決

議案第139号 市道の廃止について 原案可決

議案第140号 市道の認定について 原案可決

議案第141号 公平委員会委員の選任について 同意

議案第142号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて 適任

報告第32号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分
の報告について（自動車事故に関すること） 受理

議員提出議案

議案番号 件　　　　　　　名 結　果

議案第17号
食料の自給力向上、食の安全・安心の回復
に向けて、食品表示制度の抜本改正を求め
る意見書

原案可決

議案第18号 議員の派遣について 原案可決

議案第19号 地方議会議員年金制度の廃止を求める意見
書の提出について 否決

請願

受理番号 件　　　　　　　名 結　果

請願第5号 安曇野市で購入する本について 継続審査

請願第6号
食料の自給力向上と、食の安全・安心の回
復に向けて、食品表示制度の抜本改正につ
いて国への意見書提出を求める請願

採択

陳情

受理番号 件　　　　　　　名 結　果

陳情第7号 ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求め、日米Ｆ
ＴＡの推進に反対する陳情 継続審査

選挙

件　　　　　　　名 結　果

選挙管理委員会委員及び補充員の選挙 当選

（7） （6）安曇野市議会だより　第 17 号 安曇野市議会だより　第 17 号AZUMINO  CITY  ASSEMBLY  NEWS  2010.2.3 AZUMINO  CITY  ASSEMBLY  NEWS  2010.2.3



代表質問Ｑ＆Ａ
会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

　

安
曇
野
市
は
５
町
村

が
対
等
合
併
し
て
生
ま

れ
た
新
市
で
、
旧
町
村
の
自

治
体
制
を
調
整
し
な
が
ら
、

ま
た
、
市
と
し
て
の
自
治
の

在
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
確

立
し
て
行
く
道
程
に
あ
る
二

期
目
だ
。
そ
こ
で
、
最
も
大

切
な
事
は
地
域
的
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
行
政
施
策
で
あ

る
。
合
併
に
よ
り
財
布
が
一

つ
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

地
域
的
な
格
差
が
出
な
い
よ

う
な
行
政
配
慮
、
公
平
・
公

正
が
保
た
れ
た
思
い
や
り
の

政
策
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。
一
体
感
が
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
今
後
の
基
本
的
市
政
運

営
に
か
か
っ
て
い
る
。
行
政

と
議
会
と
の
関
係
、
ま
た
市

政
と
の
関
係
、
安
曇
野
市
の

成
長
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

（
市
長
）
安
曇
野
市
の

ど
こ
に
住
む
方
で
も
、

大
切
な
安
曇
野
市
民
で
あ

り
、
共
に
支
え
あ
う
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
う
え

か
ら
も
、
地
域
ご
と
の
軽
重

意
識
を
も
っ
た
こ
と
は
な

い
。
穂
高
地
域
は
観
光
ゾ
ー

ン
、
三
郷
、
堀
金
地
域
は
農

業
ゾ
ー
ン
、
豊
科
地
域
は
商

工
業
、
明
科
地
域
は
里
山
と

水
郷
の
里
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
地
域
の
特
色
を

最
大
限
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

上
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ

と
だ
と
認
識
を
し
て
い
る
。

課
題
は
多
数
に
わ
た
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を

大
切
に
し
て
、
一
つ
ず
つ
解

決
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
相

乗
効
果
に
よ
っ
て
市
全
体
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
現
場
主
義
と
対
話
重
視

を
自
身
の
政
治
姿
勢
と
捉
え

て
い
る
。
市
議
会
と
の
関
係

は
、
行
政
の
運
営
上
、
首
長

と
議
会
は
車
の
両
輪
に
例
え

ら
れ
て
い
る
。
執
行
機
関
と

議
会
は
、
独
立
・
対
等
の
関

係
に
立
ち
、
相
互
に
緊
張
関

係
を
保
ち
な
が
ら
住
民
福
祉

の
向
上
と
安
曇
野
市
の
発
展

を
目
指
し
て
、
協
力
し
て
市

政
運
営
に
あ
た
り
た
い
。

三
役
執
行
人
事
に
つ
い
て

　

市
三
役
執
行
体
制
、

人
選
人
事
に
つ
い
て
市

長
の
特
別
な
任
命
権
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
安
曇
野
市
民
は

関
心
を
持
っ
て
注
視
し
て
い

た
。私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

二
期
目
の
安
曇
野
市
、
全
市

民
が
一
体
感
を
持
つ
た
め
に

も
地
域
的
配
慮
は
、
ま
だ
ま

だ
必
要
だ
。
多
く
の
市
民
か

ら
の
声
も
そ
う
で
あ
る
。

（
市
長
）
市
民
か
ら
も

そ
う
い
う
こ
と
は
聴
い

て
い
る
が
、
ベ
ス
ト
メ
ン
バ

ー
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
選
ん
だ
。
一
刻
も
早
い
課

題
の
解
決
の
た
め
、
適
材
適

所
主
義
を
念
頭
に
人
選
し

た
。
今
後
の
市
政
運
営
を
し

て
い
く
う
え
で
も
、
常
に
公

平
公
正
を
貫
き
、
我
田
引
水

は
決
し
て
な
い
。

　

他
に
本
庁
舎
建
設
問
題
、

福
祉
の
充
実
と
次
世
代
の
育

成
、
義
務
教
育
期
間
の
医
療

費
無
料
の
財
源
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

　

行
政
経
営
改
革
プ
ラ

ン
の
狙
い
と
重
点
項
目

並
び
に
達
成
度
と
、
効
果
及

び
金
額
を
伺
う
。

（
総
務
部
長
）
合
併
は

究
極
の
行
革
と
も
呼
ば

れ
、
事
務
事
業
の
再
編
・
整

理
・
廃
止
・
統
合
や
見
直
し
な

ど
調
整
が
必
要
だ
っ
た
。
同

時
に
計
画
的
な
行
革
を
推
進

し
て
合
併
後
の
行
政
体
制
を

適
正
に
整
え
る
こ
と
が
、
こ

の
プ
ラ
ン
の
目
的
で
あ
る
。

重
点
項
目
は
、
市
民
と
協
働

に
よ
る
市
政
の
推
進
、
健
全

な
財
政
基
盤
の
確
立
、
職
員

管
理
・
給
与
の
適
正
化
、
業

務
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
で
柔

軟
な
組
織
・
人
事
体
制
の
構

築
、
公
共
施
設
の
効
果
的
利

用
の
6
つ
で
あ
る
。
本
年
度

42
項
目
の
プ
ラ
ン
中
70
～
80

％
は
達
成
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。
前
年
度
の
歳
入
面
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

に
企
業
名
を
掲
載
し
た
広
告

料
な
ど
で
約
４
９
０
０
万

円
、
歳
出
面
で
は
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
な
ど
で
約
1

億
３
７
０
０
万
円
の
経
費
節

減
見
込
み
で
あ
る
。ま
た
、職

員
の
適
正
化
計
画
で
は
4
月

１
日
現
在
７
７
７
人
で
計
画

値
を
１
年
前
倒
し
で
き
た
。

　

効
率
的
か
つ
質
の
高

い
行
政
施
策
展
開
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

（
企
画
財
政
部
長
）
重

要
施
策
の
審
議
、
決
定

は
、
従
来
の
庁
議
か
ら
行
政

経
営
会
議
や
経
営
戦
略
会
議

に
切
替
え
、今
年（
21
年
）の

7
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

新
た
な
行
政
経
営
手
法
と
し

て
、
行
政
評
価
（
事
務
事
業

評
価
制
度
）
を
導
入
し
現
在

４
６
７
件
の
項
目
を
取
り
上

げ
試
行
段
階
中
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
翌

年
度
の
重
点
事
業
内
容
が
部

局
経
営
方
針
シ
ー
ト
に
ま
と

め
ら
れ
、
経
営
戦
略
会
議
に

諮
り
資
源
の
投
入
状
況
や
効

果
を
把
握
し
決
定
す
る
。

　
［
要
望
］
経
営
管
理
シ
ス

テ
ム
を
早
期
に
立
ち
上
げ
、

行
政
の
体
質
改
善
を
望
む
。

　

職
員
の
教
育
実
施
状

況
を
伺
う
。

（
市
長
）
時
代
の
流
れ

に
即
応
で
き
る
人
材
育

成
が
求
め
ら
れ
、
行
政
運
営

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
年

齢
や
階
層
に
応
じ
た
教
育
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
の
潜
在
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
人
材

育
成
に
努
め
る
こ
と
が
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
考
え
、
市
民

あ
っ
て
の
職
員
で
あ
る
と
言

う
自
覚
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
。

　

人
事
評
価
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
職
場
内
研
修
）
の
取

り
組
み
状
況
は
。

（
総
務
部
長
）
現
在
試

行
中
の
人
事
評
価
の
目

的
は
、
部
下
と
の
個
人
面
談

を
通
じ
て
求
め
ら
れ
る
能
力

や
、
気
づ
き
を
与
え
る
機
会

と
と
も
に
自
主
的
な
学
習
を

促
す
こ
と
で
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
出
来
る
よ
う
考
え

て
い
る
。ま
た
、Ｏ
Ｊ
Ｔ（
職
場

内
研
修
）
に
よ
る
人
材
育
成

は
、
管
理
監
督
職
の
最
も
重

要
な
仕
事
で
あ
り
日
常
業
務

の
中
で
徹
底
し
て
行
き
た
い
。

　
［
提
案
］
各
支
所
間
交
流

会
や
情
報
収
集
出
張
の
促
進
。

ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
が
、

そ
の
中
身
に
つ
い
て
多
少
は

説
明
頂
け
る
の
か
。

（
市
長
）
私
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
は
具
体
的
な
数

値
目
標
や
財
源
目
標
は
明
確

に
は
し
て
い
な
い
が
、
地
方

行
政
に
お
い
て
財
源
的
に
極

め
て
不
明
確
な
時
期
で
あ
り

行
政
運
営
に
関
す
る
基
本
理

念
、
あ
る
い
は
今
後
必
要
と

な
る
施
策
の
目
標
を
発
表

し
、
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
そ
の
実
現
に
努
力
し

て
行
く
。

　

行
政
手
法
の
一
つ
と

し
て
、
各
種
委
員
会
を

組
織
し
て
民
意
を
問
う
と
の

方
式
は
何
も
安
曇
野
市
に
限

っ
た
も
の
で
は
無
い
事
は
理

解
し
て
い
る
が
、
宮
澤
市
長

は
今
後
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

（
市
長
）
私
自
身
、
議

員
の
時
は
こ
の
審
議

会
、
委
員
会
は
執
行
部
側
の

意
見
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
の

隠
れ
蓑
に
使
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
言
う
様
な
疑

問
を
持
っ
た
事
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
今
後
は
庁
内
で
議
論

す
べ
き
か
、
審
議
会
や
検
討

委
員
会
に
委
ね
る
べ
き
な
の

か
、
充
分
吟
味
を
し
て
決
定

し
て
行
き
た
い
。

　

八
カ
所
に
分
散
し
た

今
の
本
庁
機
能
の
中
で

職
員
の
危
機
意
識
の
統
一
と

言
う
事
に
つ
い
て
、
仮
の
姿

で
あ
っ
て
も
、
今
で
き
る
事

と
し
て
何
を
や
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
月
一
回

行
っ
て
い
る
部
長
・
支

所
長
連
絡
会
議
の
後
の
行
政

経
営
会
議
を
含
め
て
、
月
三

回
の
行
政
経
営
会
議
を
開
催

し
、
ま
ず
幹
部
職
員
に
市
長

の
思
い
を
告
げ
、
更
に
各
総

合
支
所
に
市
長
が
出
向
き
、

係
長
ク
ラ
ス
と
も
直
接
対
話

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
行

く
。

　

他
に
新
年
度
予
算
編
成
に

関
し
、
重
点
目
標
並
び
に
、

優
先
順
位
に
つ
い
て
質
し

た
。

　

半
世
紀
に
及
ぶ
自
民

党
政
権
が
民
主
党
に
代

わ
り
、
市
長
は
そ
の
推
薦
を

受
け
ら
れ
た
。
そ
の
事
は
市

長
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
市

政
運
営
に
ど
の
様
に
生
か
さ

れ
る
の
か
。

（
市
長
）
マ
イ
ナ
ス
要

因
と
は
な
ら
な
い
が
、

地
方
が
重
要
な
の
は
、
与
野

党
の
区
別
な
し
に
常
に
地
方

の
声
を
国
政
に
届
け
、
要
望

の
実
現
と
市
政
発
展
の
た
め

に
努
力
し
て
行
く
。

　

一
期
目
、
平
林
市
政

に
つ
い
て
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
か
。

（
市
長
）
平
林
市
政
が

掲
げ
た
施
策
に
つ
い
て

未
だ
充
分
な
検
証
は
出
来
て

い
な
い
が
、
議
会
と
共
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
と
思

っ
て
い
る
。

　

平
林
市
長
は
、「
五

つ
の
流
れ
を
一
つ
の
豊

な
流
れ
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
ら
れ
た
が
、
宮
澤
市

長
に
お
い
て
は
、
法
定
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
大
き
く
七
つ
の

公
約
を
う
た
っ
て
い
る
が
、

余
り
に
も
漠
然
と
し
た
も
の

で
具
体
性
に
欠
け
る
と
言
わ

市長の政治姿勢と市政運営について
現場主義と対話重視の市政運営を

行政コスト削減と行政の体質改善について
行革推進と事務事業・人事評価の実施で

宮澤市長の政治姿勢について
市民党の立場を貫いて行きたい

信
しんしん

進クラブ　高　山　一　栄

しん風
ぷうかい

会　小　松　洋　一　郎

 平
たいら

　浜　　昭　次 

Ａ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ ＱＱＱ ＡＡ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

危機管理室を置く堀金総合支所

人事評価研修の模様

光あふれる安曇野

（9） （8）安曇野市議会だより　第 17 号 安曇野市議会だより　第 17 号AZUMINO  CITY  ASSEMBLY  NEWS  2010.2.3 AZUMINO  CITY  ASSEMBLY  NEWS  2010.2.3



代表質問Ｑ＆Ａ
会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

　

市
の
借
金
は
９
４
７

億
円
あ
り
、
そ
の
内
７

割
が
合
併
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
借
金
を
減
ら
し
循
環
型

健
全
財
政
を
求
め
る
。

（
市
長
）
土
木
関
連
工

事
は
市
内
業
者
に
発
注

し
施
工
し
て
い
る
。
市
内
の

産
業
振
興
が
必
要
。
負
の
遺

産
解
消
に
努
め
る
。

暮
ら
し
福
祉
子
育
て
優
先
の

安
曇
野
市
を
求
め
る

　

保
育
料
の
値
下
げ
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
を
！
中
学
卒
業
ま
で
の
窓

口
医
療
の
無
料
化
を
！

（
市
長
）
保
育
料
の
軽

減
は
近
隣
を
参
考
に
来

年
度
よ
り
実
施
す
る
。
義
務

教
育
医
療
費
無
料
化
は
来
年

度
よ
り
拡
大
す
る
。
近
隣
市

に
ひ
け
を
取
ら
な
い
内
容
で

検
討
す
る
。

新
庁
舎
建
設
よ
り
も

暮
ら
し
優
先
の
市
政
に

　

滞
納
者
の
増
加
、
年

金
で
暮
ら
せ
な
い
世
帯

の
増
加
、
国
の
財
政
や
景
気

の
悪
化
で
市
民
の
暮
ら
し
は

大
変
だ
。
こ
ん
な
時
60
億
円

も
の
庁
舎
を
建
て
る
べ
き
で

な
い
。
あ
る
物
を
使
い
、
本

庁
機
能
を
最
小
限
に
集
約
し

効
率
行
政
を
行
い
、
総
合
支

所
の
充
実
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
は
か
る
べ
き
で
あ

る
。
合
併
特
例
債
と
自
主
財

源
で
の
建
設
は
ど
ち
ら
も
借

金
を
増
や
す
だ
け
、
ま
た
、

農
地
法
の
改
正
で
も
困
難
で

あ
る
。
市
長
の
施
政
方
針
の

苦
し
い
と
言
う
財
政
か
ら
も

困
難
で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
本
庁
舎
を
建

設
し
、
本
庁
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
で
住
民
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
な

が
ら
無
駄
を
省
き
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
必
要
最
小
限
度
の
新
庁
舎

建
設
を
進
め
る
。
有
利
な
合

併
特
例
債
を
活
用
し
後
年
度

へ
の
負
担
を
な
く
し
た
い
。

市
の
農
業
基
本
構
想
は

　

安
曇
野
市
の
農
業
基

本
構
想
策
定
を
！

（
市
長
）
基
本
構
想
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

安
曇
野
市
10
万
人
の

医
療
体
制
は

　

子
ど
も
の
産
め
る
安

曇
野
市
と
10
万
人
の
医

療
体
制
を
。

（
市
長
）
産
婦
人
科
は

日
赤
、
子
ど
も
病
院
と

密
に
連
携
し
て
い
く
。

平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

　

安
曇
野
市
の
平
和
都

市
宣
言
を
早
急
に
。

（
市
長
）
恒
久
平
和
は

人
類
共
通
の
理
念
で
あ

る
。
わ
が
国
は
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
り
、
再
び
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
。
市
民
に
浸
透
す
る
内
容

で
市
民
に
平
和
を
感
じ
ら
れ

る
宣
言
に
し
た
い
。

　

首
長
と
し
て
の
意
志

決
定
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
。
①
政
策
に
市

民
の
声
を
集
約
す
る
手
段
で

あ
る
審
議
会
や
委
員
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、「
現
場
主

義
」
を
掲
げ
る
市
長
の
考
え

は
。
②
所
信
表
明
の
政
策
理

念
・
第
１
項
目
「
笑
顔
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
」
の
意
図
お
よ

び
職
員
の
意
識
改
革
の
徹
底

や
資
質
向
上
は
。

（
市
長
）
①
条
例
に
あ

る
審
議
会
・
委
員
会

は
、
条
例
を
尊
重
し
必
要
に

応
じ
て
諮
問
し
答
申
を
受
け

る
。
要
項
や
要
領
で
設
置
し

て
い
る
も
の
は
、
内
部
で
テ

ー
マ
ご
と
に
必
要
性
を
慎
重

に
検
討
す
る
。
審
議
会
・
委

員
会
方
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
市
民
に
直
接
に
接
し

て
把
握
し
た
意
見
や
要
望
を

持
ち
寄
り
、
部
長
支
所
長
会

議
や
経
営
者
会
議
等
の
庁
内

会
議
で
議
論
し
決
定
し
て
い

く
手
法
も
と
っ
て
い
く
。

　

②
行
政
は
市
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
業
で
あ
る
。
職
員
が
明

る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
市

民
を
迎
え
、
親
切
な
対
応
や

言
葉
が
け
を
す
る
こ
と
は
基

本
で
あ
り
第
１
項
目
に
掲
げ

た
。
意
識
改
革
を
徹
底
す
る

た
め
本
議
会
が
終
了
後
に
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
課

長
や
係
長
職
、
一
般
職
と
の

懇
談
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

ま
た
、
専
門
性
が
高
い
職
員

の
育
成
、
よ
り
迅
速
・
親
切

な
対
応
を
す
る
た
め
に
、
職

員
が
民
間
感
覚
を
養
う
こ
と

は
、
重
要
な
課
題
と
考
え
、

民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
を

模
索
し
て
い
る
。
当
面
は
、

窓
口
の
職
員
や
若
手
職
員
の

接
遇
な
ど
の
短
期
研
修
が
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
自
治
体
間

の
競
争
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
、福
祉
、

教
育
等
の
市
民
生
活
に

直
結
す
る
市
民
へ
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
間
の
格
差
が
な
い
よ
う
、

近
隣
市
町
村
や
県
下
の
他
市

の
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
競
争
す

る
意
識
を
も
っ
と
持
つ
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。
ま
た
、
各

論
に
な
る
が
、
市
長
が
所
信

表
明
し
た
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
、
保
育
料
の
保
護
者

負
担
軽
減
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、早
期
の
方
針
発
表
を
。

（
市
長
）
自
治
体
間
競

争
に
は
、
な
か
な
か
厳

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
競
争

と
い
う
意
識
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
と
考
え
る
。
た
だ
、

サ
ー
ビ
ス
合
戦
に
な
れ
ば
、

財
政
問
題
が
伴
い
自
治
体
間

の
地
域
格
差
が
生
じ
て
く
る

の
で
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
必
要
最
低
限
の
生
活
を

営
む
た
め
の
国
民
の
生
活
を

守
る
基
盤
と
い
う
も
の
は
、

国
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
政
策
理
念
に
掲
げ

た
、
福
祉
の
充
実
と
次
世
代

育
成
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組

む
方
針
で
あ
る
。
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
と
保
育
料
の

近
隣
市
町
村
と
の
比
較
に
つ

い
て
は
、
他
の
施
策
や
予
算

と
の
見
合
い
の
中
で
、
で
き

る
だ
け
早
く
方
向
性
を
打
ち

出
し
て
、市
民
に
伝
え
た
い
。

業
が
松
本
管
内
で
430
社
く
ら

い
あ
り
、
今
後
も
国
が
制
度

の
拡
大
を
し
、
利
用
者
を
増

や
す
と
報
道
さ
れ
た
。
雇
用

問
題
と
賃
金
カ
ッ
ト
が
問
題

に
な
る
。

（
市
長
）
円
高
デ
フ
レ

対
策
、
需
要
を
生
む
景

気
対
策
が
必
要
。
商
工
会
関

係
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
、

使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に
改

革
し
て
い
く
。

（
産
業
観
光
部
長
）
こ

れ
ら
の
意
見
を
大
事
に

し
、使
い
勝
手
の
良
い
制
度
、

100
万
、
200
万
の
融
資
が
簡
単

に
受
け
ら
れ
る
制
度
に
し
た

い
。

市
民
の
生
活
に
つ
い
て

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

の
求
人
倍
率
、
10
月
は

0.52
倍
最
悪
な
数
字
。
市
民
の

所
得
も
減
っ
て
い
る
。
一
度

離
職
す
る
と
全
く
職
が
な

い
。
生
活
も
ど
ん
底
。
生
活

保
護
も
増
加
。
自
家
用
車
を

持
っ
て
い
る
人
、
家
の
ロ
ー

ン
を
払
っ
て
い
る
人
は
生
活

保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
生
活
保
護
の
申
請
を
し

て
か
ら
そ
の
間
最
低
2
週
間

の
生
活
費
の
必
要
な
人
、
困

っ
て
い
る
人
が
多
い
。
弱
者

に
対
す
る
対
策
を
し
っ
か
り

や
っ
て
ほ
し
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
一

月
の
調
査
で
は
124
社
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
賃
金
カ
ッ
ト

32
社
、
雇
用
調
整
に
よ
る
解

雇
が
正
規
職
員
96
名
、
非
正

規
職
員
が
675
名
。
深
刻
で
尋

常
で
な
い
。
早
急
に
対
策
を

形
作
っ
て
い
く
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
生

活
保
護
手
前
の
困
っ
て

い
る
人
へ
の
貸
付
制
度
を
他

市
を
参
考
に
し
検
討
す
る
。

　

市
長
の
公
約
で
22
年

度
実
施
は
何
か
。

（
市
長
）子
育
て
支
援
、

保
育
料
の
あ
り
方
、
医

療
費
の
無
料
化
、
庁
舎
建
設

を
一
歩
前
進
さ
せ
、
市
民
の

負
託
に
応
え
た
い
。

　

安
曇
野
市
の
経
済
状

況
は
悲
惨
で
あ
る
。
円

高
輸
出
不
調
、
量
産
品
の
中

国
移
管
、
受
注
が
な
い
。
不

景
気
に
よ
る
設
備
投
資
減
、

住
宅
新
築
着
工
件
数
減
。
受

注
が
あ
っ
て
も
利
益
が
出

ず
、
公
共
事
業
の
削
減
、
高

額
商
品
が
値
下
げ
し
な
い
と

売
れ
ず
利
益
が
出
な
い
。
消

費
の
低
迷
と
デ
フ
レ
が
同
時

に
や
っ
て
き
た
。
日
銀
の
短

観
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
減
っ
た

中
小
企
業
で
工
業
、
商
業
は

全
く
だ
め
。
松
本
市
の
青
果

市
場
で
は
全
く
売
れ
て
い
な

い
。
大
型
店
も
売
れ
て
い
な

い
。
円
高
と
デ
フ
レ
対
策
を

大
至
急
や
ら
な
い
と
中
小
企

業
は
干
し
上
が
っ
て
し
ま

う
。
商
工
会
で
は
市
の
制
度

資
金
利
用
者
が
少
な
い
。
４

月
～
11
月
県
の
制
度
資
金
125

件
、
市
の
制
度
資
金
23
件
と

使
い
勝
手
が
悪
い
。
市
の
制

度
資
金
を
使
い
や
す
く
し
て

ほ
し
い
。商
工
会
に
聞
く
と
、

100
万
、
200
万
の
金
が
す
ぐ
出

る
方
法
が
欲
し
い
。
年
末
年

始
対
策
は
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
聞
く
と
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
補
助
を
受
け
て
い
る
企

合併からの弊害、負の財産の継続化健全財政を求める
負の財産解消に努める

「笑顔の行政サービス」の意識改革の徹底は
早期に職員との懇談の機会を持つ

安曇野市の経済状況について
工業生産が多かっただけ悲惨

日
に ほ ん き ょ う さ ん と う あ づ み の し ぎ だ ん

本共産党安曇野市議団　松　澤　好　哲

公
こうめいとう

明党　松　森　幸　一

 新
しんせいかい

生会　大　月　晃　雄 

ＡＡ

Ａ
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Ａ
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県立こども病院

市民福祉課窓口

ハローワーク松本の HP より
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平成 21年安曇野市議会 12 月定例会一般質問

18 議員　市政を問う

一般質問とは？

市政のここが
　　　聞きたい！

　定例議会においては、議員は一般質問ができます。一般質問という

のは「市政一般に関する質問」を略した言い方で、議員が市政に関す

るさまざまな問題について、市長や部長など行政の執行機関に質問す

ることをいいます。

　質問といっても、知らないことを聞くのが「一般質問」ではありま
せん。知らないことや分からないことは、前もって調査・研究をし、

それをもとに行政側・市執行部を問い質し、議論するのが一般質問。

質問することにより、市の政策や仕事の仕方の見直しや、変更をさせ
たり、新たな政策提案をすることに目的があるのです。

一般質問Ｑ＆Ａ
一般質問Ｑ＆Ａ
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市
長
の
所
信
表
明

に
あ
る
福
祉
の
充
実

と
、
次
世
代
育
成
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

事
業
を
含
め
て
伺
う
。

（
市
長
）
少
子
高
齢
化

時
代
を
迎
え
て
、
一

つ
に
は
成
人
検
診
に
お
い
て
、

自
己
負
担
を
少
な
く
し
、
受

診
率
の
向
上
を
、
二
つ
に
は

子
ど
も
の
健
全
育
成
お
よ
び
、

親
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

保
育
料
の
検
討
、
医
療
費
無

料
化
等
を
検
討
し
て
い
る
。

　

福
祉
の
充
実
の
た

め
の
生
涯
学
習
推
進

計
画
の
背
景
、
お
よ
び
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

（
教
育
次
長
）
こ
の
計

画
は
「
誰
で
も
、
い
つ

で
も
、
気
軽
に
学
べ
る
ま
ち

づ
く
り
」「
学
び
の
成
果
が

生
か
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
二
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
生
き
る
た
め
の
技

や
智
恵
、
人
生
を
楽
し
む
た

め
の
趣
、
そ
れ
ら
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
な
ど
の
活
用
を
図

り
、
先
輩
か
ら
子
育
て
の
知

恵
の
伝
承
、
子
ど
も
が
地
域

の
宝
と
い
う
意
識
を
高
め
る

取
り
組
み
、
そ
れ
ら
を
支
援

す
る
施
策
等
に
よ
り
、
多
角

的
に
施
策
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
子
育
て

に
関
し
て
は
、
庁
内
の
組
織

が
連
携
し
、
副
市
長
を
本
部

長
と
し
て
、
生
涯
学
習
推

進
本
部
を
新
た
に
設
置
す
る
。

ま
た
、
生
涯
学
習
推
進
市
民

会
議
の
設
置
を
し
、
市
民
か

ら
の
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く
。

　

子
育
て
支
援
に
お
い

て
保
育
料
を
安
く
し
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
多
い
。

市
の
考
え
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
現

在
の
保
育
料
を
見
直
し
、

子
育
て
支
援
の
一
助
と
な
る

よ
う
考
え
た
い
。

　

入
園
の
要
件
の
難
し

さ
の
解
消
や
、
子
育
て

支
援
が
で
き
る
機
能
を
持
っ

た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
私

的
契
約
児
解
消
の
為
に

も
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
を

今
後
検
討
す
る
。

農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

農
業
活
性
化
の
具
体

的
な
考
え
と
、
農
業
基

本
計
画
策
定
の
考
え
は
。

（
市
長
）
農
業
を
守
る

に
は
、
農
家
の
所
得
向

上
が
必
要
。
他
の
産
業
、
異

種
目
連
携
を
図
り
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
付
加
価
値

を
つ
け
る
。
地
産
地
消
運
動

推
進
と
し
て
、
直
売
所
の
充

実
が
必
要
。
学
校
で
も
農
業

教
育
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い

た
い
。
Ｊ
Ａ
や
農
業
委
員
会

と
の
連
携
を
深
め
て
い
き
た

い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
農

業
振
興
計
画
は
次
年
度

か
ら
着
手
し
て
い
く
。

福
祉
の
充
実
と
次
世
代
育
成
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

成
人
検
診
、
保
育
料
、
医
療
費
無
料
化
の
検
討

新築待ちの豊科南部保育園

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

後
期
高
齢
者
に
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
新
設
を

各
種
基
金
は
総
合
計
画
や
宮
澤
市
政
の
方
針
と
整
合
す
べ
き

後
期
高
齢
者
健
診
の
検
査
項
目
の
充
実
を
図
り
た
い

新
市
の
一
体
感
を
持
つ
上
か
ら
も
見
直
し
は
必
要

　
「
元
気
な
高
齢
社
会

を
目
指
し
て
」
伺
う
。

後
期
高
齢
者
へ
人
間
ド
ッ
ク

補
助
新
設
が
で
き
な
い
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
後

期
高
齢
者
の
健
診
は

「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
」
が
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
委
託
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
受
診
費
用
の

負
担
の
少
な
い
後
期
高
齢
者

健
診
の
検
査
項
目
の
充
実
を

図
り
、
介
護
予
防
活
動
に
重

点
を
置
き
取
り
組
み
た
い
。

　

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド

ッ
ク
を
同
時
に
受
診
し

た
場
合
の
補
助
に
つ
い
て
。

（
市
民
環
境
部
長
）
同

時
受
診
が
各
病
院
で
何

人
い
る
か
等
を
精
査
し
、
よ

い
方
向
に
い
け
れ
ば
と
検
討

し
て
い
る
。

　

特
定
健
診
に
つ
い

て
、
心
電
図
、
眼
底
検

査
等
項
目
の
充
実
は
。

（
市
民
環
境
部
長
）
周

辺
の
市
町
村
の
中
で
も

特
定
健
診
の
受
診
率
が
低
い

こ
と
と
、
加
入
者
か
ら
の
要

望
も
あ
る
の
で
、
検
査
項
目

の
追
加
を
検
討
し
て
い
る
。

臭
気
対
策
に
つ
い
て

　

畜
産
臭
気
対
策
研
究

会
議
の
研
究
結
果
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
畜

産
臭
気
対
策
モ
デ
ル
事

業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に
設
置
し
、
7
月
1
日
か

ら
11
月
27
日
ま
で
4
回
開
催

し
た
。
第
1
回
目
は
畜
舎
や

堆
肥
舎
等
へ
散
布
す
る
消
臭

剤
を
決
定
し
6
戸
の
モ
デ
ル

農
家
を
選
定
。
2
回
目
は
堆

肥
の
良
好
な
発
酵
を
助
け
る

資
材
の
検
証
を
し
、
三
郷
堆

肥
セ
ン
タ
ー
で
試
験
使
用
決

定
。3
回
目
、ス
ラ
リ
ー
（
家

畜
の
ふ
ん
尿
、液
状
の
も
の
）

散
布
に
つ
い
て
、
ス
ラ
リ
ー

イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
り
、

地
中
15
セ
ン
チ
程
度
に
注
入

し
、
充
分
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
を
確
認
。
4
回
目
、

モ
デ
ル
農
家
に
お
け
る
消
臭

剤
使
用
後
3
カ
月
の
臭
気
濃

度
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
。

結
果
は
同
一
の
消
臭
剤
で

も
、
農
家
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
な
ど
効
果
は
不
十

分
で
あ
っ
た
。
研
究
会
議
は

市
民
、
畜
産
農
家
、
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
議
論
す
る
場

と
し
て
、
意
識
も
含
め
て
成

果
が
あ
っ
た
と
考
え
来
年
度

も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

畜
産
農
家
へ
の
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
。

浄
化
槽
の
設
置
等
施
設
面
、

ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

等
機
械
、
消
臭
剤
等
。

（
産
業
観
光
部
長
）
臭

気
対
策
に
つ
い
て
効

果
的
、
持
続
的
な
方
策
を
設

備
投
資
も
含
め
て
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

　

他
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
の
組
織
整
備
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

　

合
併
以
降
、
設
置
目

的
の
た
め
に
使
用
さ
れ

て
い
な
い
基
金
が
あ
る
が
ど

の
よ
う
な
事
情
か
。
特
に
ソ

フ
ト
事
業
基
金
に
つ
い
て
。

（
会
計
管
理
者
）
一
般

会
計
と
特
別
会
計
で
34

の
基
金
が
あ
り
、
149
億
１
０

０
０
万
円
で
あ
る
。
合
併
以

来
使
わ
れ
て
い
な
い
ソ
フ
ト

事
業
基
金
は
4
基
金
で
あ

る
。

（
総
務
部
長
）
青
少
年

交
流
事
業
支
援
基
金

は
、
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
と
の
交

流
の
な
か
で
青
少
年
が
国
際

交
流
す
る
場
合
に
用
い
る
。

計
画
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に

使
う
。（

教
育
次
長
）
名
誉
市

民
田
淵
行
男
顕
彰
基
金

は
、
来
年
事
業
を
計
画
し
て

い
る
。他
に
人
材
育
成
基
金
、

青
少
年
健
全
育
成
基
金
が
あ

る
が
、
青
少
年
交
流
事
業
支

援
基
金
と
は
、
設
置
目
的
に

類
似
性
が
あ
る
と
思
う
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

妥
当
性
や
ど
の
よ
う
に
継
続

さ
せ
て
ゆ
く
の
か
、
基
金
の

一
本
化
・
調
整
も
含
め
検
討

す
る
。

　

国
際
交
流
基
金
は
、

安
曇
野
市
国
際
交
流
協

会
へ
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。こ
の
基
金
条
例
で
は「
こ

の
基
金
は
三
郷
の
国
際
交
流

の
み
に
使
う
も
の
と
す
る
」

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
該
協
会
の
活
動
は
三
郷
地

域
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

条
文
と
の
整
合
性
が
無
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
合
併
協

議
会
の
幹
事
会
で
「
各

町
村
が
持
ち
寄
っ
た
目
的
の

異
な
る
基
金
は
5
年
程
度
存

続
し
、
設
置
目
的
に
沿
っ
て

活
用
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の

用
途
は
原
則
旧
町
村
単
位
と

す
る
」
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
た
。
国
際
交
流
団
体
は
市

内
に
各
種
あ
り
、
現
在
一
本

化
に
向
け
た
話
し
合
い
も
進

め
て
い
る
。
今
回
の
基
金
の

使
用
に
つい
て
は
「
原
則
及
び

お
お
む
ね
5
年
を
め
ど
に
」

と
の
合
意
の
中
か
ら
一
部
使

用
し
た
と
い
う
こ
と
で
理
解

願
い
た
い
。
今
後
、
条
例
改

正
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

議
会
で
は
度
々
宿
泊

施
設
事
業
は
市
か
ら
分

離
す
べ
き
と
の
議
論
が
あ

る
。
そ
の
中
で
市
は
現
在
、

宿
泊
施
設
関
連
基
金
の
統

一
、
一
元
化
に
向
け
た
検
討

を
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
工
程
に
つ
い
て
伺
う
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現

在
、
各
施
設
毎
に
整
備

基
金
や
運
営
基
金
を
持
っ
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕

費
に
充
て
て
い
る
。
単
独
の

基
金
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
基
金
を

統
一
し
、
長
期
的
な
計
画
に

基
づ
い
て
対
応
で
き
る
体
制

に
し
た
い
。
目
標
年
度
は
指

定
管
理
と
の
関
係
も
あ
り
24

年
度
で
あ
る
。

　

他
に
経
費
削
減
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

特定健診・後期高齢者健診

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ほりでーゆ～四季の郷
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行
政
職
員
の
人
事
評

価
は
、
民
間
企
業
と
違

い
、
市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
業
で
あ
り
、
業
績
が
目
に

見
え
な
く
、
評
価
の
判
断
が

難
し
い
。
ま
た
、
大
多
数
の

職
員
と
職
場
八
カ
所
の
特
殊

環
境
の
中
、
公
平
な
評
価
が

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

職
員
に
と
っ
て
も
重
要
な

職
階
、
昇
格
選
考
へ
の
活
用

に
ど
う
生
か
す
か
。

（
市
長
）
人
事
評
価
制

度
は
能
力
評
価
と
業

績
評
価
、
二
つ
の
制
度
で
構

成
し
、
能
力
や
仕
事
の
成
果

を
公
平
か
つ
公
正
に
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
本
人
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
人
材
育
成
、

組
織
の
活
性
化
に
役
立
て
た

い
。　

市
は
3
町
2
村
の
合

併
間
も
な
く
、
歴
史
は

浅
く
、
高
度
な
行
政
対
応
が

出
来
る
職
員
、
職
場
環
境
で

な
い
と
考
え
る
。
今
後
職
員

育
成
に
国
、
県
の
機
関
へ
研

修
に
出
さ
な
い
か
。

（
市
長
）
人
材
育
成
に

向
け
て
、
出
来
る
限
り
、

県
や
国
へ
職
員
を
派
遣
し
、

あ
る
い
は
近
隣
の
地
方
自
治

体
等
と
の
交
流
を
促
進
し
て

い
き
た
い
。

　

市
長
所
信
表
明
の
中

に
、
行
政
は
市
民
の

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
親
切

な
対
応
と
明
る
く
元
気
な
あ

い
さ
つ
が
必
要
と
あ
る
が
、

支
所
等
に
よ
っ
て
は
窓
口
対

応
が
悪
い
と
聞
く
。
各
支
所

各
部
署
の
窓
口
職
員
、
男
女

問
わ
ず
接
遇
教
育
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
新
規
採

用
職
員
に
は
外
部
講
師

に
よ
る
接
遇
研
修
と
県
、
市

町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
で

の
研
修
を
受
講
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
主
査
ク
ラ
ス
の
中
堅

職
員
に
も
本
年
度
か
ら
開
始

し
た
。

安
曇
野
市
観
光
行
政
と

穂
高
温
泉
郷
活
性
化
は

　

日
本
経
済
の
低
迷
、

不
況
に
よ
り
、
市
の
観

光
重
要
拠
点
の
穂
高
温
泉
郷

は
大
変
苦
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
。
今
後
の
活
性
化
対
策

は
。

（
市
長
）
穂
高
温
泉
郷

を
今
後
ど
の
よ
う
に
生

か
す
か
は
、
観
光
産
業
等
含

め
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影

響
と
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
温
泉
郷
一
帯

を
含
め
て
、
い
や
し
、
健
康

づ
く
り
、
ま
た
は
、
医
療
関

係
と
の
連
携
を
深
め
て
、
さ

ら
に
は
滞
在
型
の
観
光
を
促

進
し
、
関
係
の
皆
さ
ん
方
と

連
携
を
深
め
、
県
内
外
か
ら

大
勢
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
対
策
を

図
っ
て
い
く
。

　

他
に
市
観
光
協
会
の
活
動

と
評
価
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

本
庁
舎
建
設
と
総
合
支
所
に
つ
い
て

市
職
員
の
人
事
評
価
制
度
を
ど
う
生
か
す
の
か

明
科
総
合
支
所
は
公
民
館
と
併
設
で
前
倒
し
建
設

人
材
育
成
・
組
織
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い

　

市
長
の
本
庁
舎
建
設

に
対
す
る
思
い
は
。

（
市
長
）
早
期
に
必
要

最
小
限
の
本
庁
舎
の
建

設
を
行
い
、
支
所
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
も
、
効
率
的
な

行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　

私
は
本
庁
舎
建
設
の

一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
行
財
政
改
革
だ
と
思
う
。

現
在
8
カ
所
の
分
庁
を
1
カ

所
に
ま
と
め
総
合
支
所
の
あ

り
方
を
考
え
れ
ば
、
職
員
数

を
100
人
前
後
減
ら
す
こ
と
が

で
き
、
年
間
約
5
億
円
節
約

で
き
る
。
本
庁
舎
建
設
に
特

例
債
を
つ
か
え
ば
6
年
ぐ
ら

い
で
も
と
が
取
れ
る
。
財
政

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
が

ゆ
え
に
、
一
刻
も
早
く
庁
舎

を
建
設
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
が
、
説
明
不
足
で

は
な
か
っ
た
か
。

（
市
長
）
確
か
に
人
件

費
の
節
減
は
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は

十
分
に
認
識
を
し
て
お
り
、

市
民
の
皆
様
方
の
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行

え
る
よ
う
、
細
か
く
精
査
を

し
て
い
く
。

　
〔
要
望
〕
建
設
場
所
に
つ

い
て
現
在
の
3
カ
所
の
候
補

地
が
法
の
改
正
に
よ
り
大
変

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
提
案
だ
が
、
法
的
に
建
設

可
能
な
場
所
を
複
数
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
平
行
し
て
地
主

さ
ん
と
交
渉
を
し
、
地
主
さ

ん
か
ら
の
承
諾
を
頂
い
た
所

に
決
め
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　

5
地
域
の
総
合
支
所

に
つ
い
て
、
明
科
の
場

合
総
合
支
所
も
公
民
館
も
耐

震
基
準
を
全
く
満
た
し
て
お

ら
ず
、
耐
用
年
数
も
迫
っ
て

お
り
建
替
え
の
時
期
が
来
て

い
る
と
思
う
。
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
総
合
支
所
、
公
民

館
併
設
で
建
設
を
し
て
頂
き

た
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
市
長
）
公
民
館
機
能

等
と
併
用
す
る
こ
と
は

行
政
改
革
の
上
か
ら
も
有
効

だ
と
考
え
る
。
前
倒
し
で
実

施
し
、
地
域
の
皆
様
方
の
期

待
に
応
え
た
い
。

土
地
利
用
管
理
制
度
に

関
す
る
市
の
方
針

　

平
林
市
政
で
は
田
園

都
市
構
想
だ
っ
た
が
、

宮
澤
市
長
は
田
園
産
業
都
市

を
掲
げ
て
い
る
。
土
地
利
用

管
理
制
度
に
関
す
る
方
針
と

思
い
を
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
安
曇
野
の
財

産
で
あ
る
田
園
風
景
、

自
然
環
境
を
残
し
な
が
ら
、

開
発
で
き
る
と
こ
ろ
は
一
定

程
度
開
発
を
し
、
産
業
の
発

展
、
雇
用
の
確
保
、
税
収
の

確
保
等
も
図
っ
て
い
く
。

　

他
に
職
員
の
処
遇
、
旧
5

町
村
の
平
均
化
に
つ
い
て
質

問
。
早
い
時
期
に
全
般
的
に

給
与
体
系
の
見
直
し
を
図
り

均
衡
を
と
る
。

宮下明博

小林紀之

明科総合支所

穂高駅前観光案内所
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Ａ

ト
マ
ト
三
セ
ク
問
題
、さ
ら
な
る
税
金
投
入
は
許
さ
れ
る
か

新
市
長
と
し
て
の
政
策
上
の
理
念
は

退
く
も
地
獄
、進
む
も
地
獄
、市
民
の
理
解
を
得
た
い

現
場
の
声
こ
そ
が
政
治
の
原
点
で
あ
る

　

新
市
長
は
安
曇
野
菜

園
の
経
営
再
建
を
目
指

す
方
針
だ
が
、
ど
こ
に
改
善

の
余
地
が
あ
る
の
か
。

（
副
市
長
）
第
一
に
技

術
面
の
改
善
で
あ
る
。

近
々
㈱
カ
ゴ
メ
か
ら
常
勤
体

制
で
本
格
的
な
技
術
指
導
が

入
る
。技
術
力
を
高
め
れ
ば
、

売
上
目
標
3
億
８
０
０
０
万

～
９
０
０
０
万
が
見
込
ま

れ
、
黒
字
経
営
に
な
る
見
通

し
。
ま
た
、
今
ま
で
経
営
内

容
が
不
透
明
だ
っ
た
の
で
、

情
報
公
開
を
徹
底
さ
せ
る
。

　

決
算
や
資
金
繰
り
の

現
状
は
非
常
に
厳
し

い
。
先
行
き
が
見
え
な
い
中

で
、
さ
ら
に
市
の
支
援
、
税

金
の
投
入
が
許
さ
れ
る
の
か
。

（
市
長
）退
く
も
地
獄
、

進
む
も
地
獄
の
状
況
。

今
撤
退
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
市
の
財
政
負
担
は
約
15

億
円
。
20
億
円
を
投
じ
た
施

設
を
放
置
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
黒
字
は
無
理
で
も
、

せ
め
て
収
支
と
ん
と
ん
に
な

れ
ば
い
い
が
、
そ
の
た
め
に

は
市
の
損
失
補
償
に
よ
る
借

入
が
必
要
で
あ
り
、
市
民
や

議
会
の
理
解
を
得
た
い
。

堆
肥
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修

　

開
業
わ
ず
か
8
年
目

に
し
て
施
設
全
体
の
老

朽
化
が
深
刻
で
あ
る
。
危
機

的
な
経
営
状
況
の
な
か
、
施

設
改
修
は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
つ
も
り
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
屋

根
に
つ
い
て
は
緊
急
度

が
高
く
22
年
度
中
に
改
修
が

必
要
。
腐
食
に
強
い
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
板
を
使
う
と
約
１
億

１
０
０
０
万
円
か
か
る
が
、

屋
根
を
撤
去
せ
ず
木
材
や
合

成
樹
脂
な
ど
で
覆
う
方
法
だ

と
６
７
０
０
万
円
程
度
で
で

き
る
の
で
検
討
中
。
で
き
る

だ
け
安
価
な
形
で
対
応
す
る
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
利

用
農
家
は
現
在
5
軒
。

そ
の
う
ち
1
軒
が
搬
入
量
の

7
割
近
く
を
占
め
る
状
況

で
、
こ
れ
が
市
全
体
の
畜
産

振
興
に
つ
な
が
る
か
疑
問
で

あ
る
。
開
業
以
来
ど
れ
ほ
ど

の
公
費
が
投
入
さ
れ
た
の
か

明
ら
か
に
せ
よ
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現

在
に
至
る
ま
で
に
市
が

負
担
し
た
金
額
は
、
修
繕
費

等
９
０
７
２
万
円
、
指
定
管

理
料
等
補
助
金
１
億
６
５
７

６
万
円
、
借
地
料
１
８
０
０

万
円
、
合
計
2
億
７
４
４
８

万
円
で
あ
る
。

議
員
年
金
廃
止
に
向
け
て

　

当
市
議
会
で
は
、
議

員
年
金
制
度
廃
止
で
意

見
が
ま
と
ま
っ
た
。こ
の
際
、

公
費
負
担
し
て
い
る
自
治
体

の
長
の
立
場
か
ら
、
議
員
年

金
廃
止
の
意
見
を
国
へ
上
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

（
市
長
）
現
段
階
で
は

市
長
と
し
て
、
議
員
年

金
制
度
廃
止
の
意
見
を
国
へ

上
げ
る
意
思
は
な
い
。

　

新
市
長
と
し
て
、
政

策
を
遂
行
す
る
上
で
理

念
を
現
場
主
義
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
考
え
な
の
か
。

（
市
長
）
現
場
の
声
を

聞
い
て
、
生
活
の
中
に

こ
そ
政
治
が
あ
る
と
い
う
原

点
の
も
と
に
市
政
を
遂
行
し

て
い
く
。

　
「
共
に
響
き
合
え
る

安
曇
野
市
づ
く
り
」
を

基
本
方
針
と
し
て
「
田
園
産

業
都
市
」
建
設
に
向
け
て
行

く
と
い
う
来
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て
は
。

（
市
長
）
重
点
目
標
と

し
て
は
、
健
全
財
政
の

確
立
と
効
率
化
に
向
け
た
取

り
組
み
、
さ
ら
に
子
育
て
、

教
育
関
係
の
振
興
と
生
活
安

全
確
保
へ
の
取
り
組
み
、
ま

た
、
産
業
、
観
光
振
興
と
雇

用
の
確
保
を
進
め
る
取
り
組

み
、
共
生
の
地
域
、
人
づ
く

り
を
進
め
る
取
り
組
み
、
こ

の
四
項
目
を
重
点
と
し
て
予

算
編
成
に
取
り
組
む
。

本
庁
舎
建
設
構
想
に
つ
い
て

　

市
長
が
言
っ
て
い

る
、
必
要
最
小
限
の
規

模
と
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な

内
容
な
の
か
。

（
市
長
）
既
存
の
施
設

で
使
え
る
物
は
有
効
に

活
用
し
て
、
十
分
な
検
討
を

加
え
な
が
ら
、
構
想
の
中
で

答
申
さ
れ
た
範
囲
を
超
え
な

い
も
の
、
で
き
る
限
り
規
模

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
。

　

建
設
場
所
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
豊
科
の
3

カ
所
に
つ
い
て
は
困
難
と
い

う
表
現
を
使
っ
て
い
る
が
、

私
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は

議
員
で
構
成
し
て
い
る
庁
舎

等
建
設
特
別
委
員
会
の
席
に

お
い
て
も
反
対
を
し
て
き
て

い
る
。
平
成
19
年
11
月
に
は

都
市
計
画
法
が
改
正
に
な

り
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
考
え
、
ま
た
、
郊

外
に
大
規
模
店
舗
が
で
き
、

ま
ち
の
空
洞
化
が
叫
ば
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
食
料
の

自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
た

中
で
今
回
の
農
地
法
等
の
改

正
が
6
月
で
発
令
と
な
り
、

施
行
が
12
月
15
日
付
で
あ
っ

た
。
約
2
年
間
近
く
か
け
て

こ
の
問
題
を
討
議
し
て
き
た

検
討
委
員
会
な
り
他
の
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
一
体
何
で

あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
。

（
市
長
）
答
申
さ
れ
た

3
候
補
地
は
こ
の
ま
ま

建
設
で
き
る
よ
う
な
状
況
に

は
な
い
。
早
急
に
庁
内
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
を

し
、
検
討
を
重
ね
引
き
続
き

県
と
も
連
携
を
と
っ
て
、
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
5
月
末
ぐ

ら
い
を
目
途
に
候
補
地
の
決

定
を
行
っ
て
い
く
。

小林純子

吉田満男

三郷堆肥センター付属の水分調整施設
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子
ど
も
を
社
会
全
体

で
育
て
る
た
め
に
、
経

済
的
に
苦
し
い
家
庭
も
、
育

ち
と
学
び
は
保
障
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
市
の
不
登
校
の

実
態
と
現
状
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
平
成
18
・

19
・
20
年
と
徐
々
に
増

加
し
、本
年
度
上
期
は
前
年

比
、
小
学
校
4
人
減
、
中
学

校
21
人
減
、
合
わ
せ
て
25
人

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
3
年
の
増
加
の

原
因
は
何
か
、
そ
の
対

策
は
。
ま
た
、「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
傾
向
は
あ
る
か
。

（
教
育
長
）
不
登
校
に

な
っ
た
原
因
は
、
①

本
人
に
か
か
わ
る
問
題
②
友

人
関
係
親
子
関
係
③
学
業
不

振
④
い
じ
め
。と
な
り
、
対

策
と
し
て
保
育
園
・
小
学

校
・
中
学
校
間
の
連
絡
を
密

に
す
る
こ
と
、
基
礎
学
力
を

つ
け
る
こ
と
。
小
学
校
低
学

年
に
学
習
習
慣
形
成
の
た
め

に
支
援
員
の
配
置
が
功
を
奏

し
て
い
る
。
昼
間
も
家
庭
の

お
母
さ
ん
と
連
絡
の
と
れ
る

フ
リ
ー
の
支
援
員
配
置
も
検

討
し
た
い
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

は
県
全
体
で
は
最
も
不
登
校

の
増
加
率
が
高
い
が
、
当
市

で
は
明
確
で
な
い
。
小
・
中

の
き
め
細
か
い
連
携
と
早
期

発
見
、
早
期
対
応
が
基
本
と

な
る
。

　

区
域
外
通
学
の
現
状

と
内
容
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
昨
年
度

小
・
中
合
わ
せ
て
46

件
。
①
友
達
が
い
る
9
件
②

転
居
6
件
③
児
童
福
祉
施
設

へ
入
所
5
件
④
い
じ
め
・
不

登
校
4
件
等
の
内
訳
と
な
っ

て
い
る
。

子
ど
も
の
保
育
・
医
療

に
つ
い
て

　

子
育
て
家
庭
へ
の
負

担
軽
減
と
し
て
保
育
料

を
松
本
市
並
に
で
き
な
い
か
。

（
市
長
）
親
の
負
担
を

軽
減
し
、
子
育
て
支
援

を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
に
つ
い
て
、
県
で

は
小
学
校
3
年
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。
義
務
教
育
ま
で
医

療
費
無
料
化
の
試
算
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
小

学
校
6
年
ま
で
約
９
０

０
０
万
円
。
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
数
字
は
検
討
中
で
あ
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

①「
農
業
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、
目
標
を
定

め
、
方
策
を
検
証
し
て
行
く

必
要
が
あ
る
②
新
た
な
農
地

制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
か
③
り
ん
ご
の
新

ワ
イ
化
栽
培
の
対
応
と
苗
の

対
策
は
④
主
要
な
施
策
の
継

続
は
。（

市
長
）
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
農
産
物
の

生
産
性
向
上
を
図
り
、
農
業

所
得
を
高
め
る
こ
と
。
農
地

法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会

の
役
割
が
重
要
に
な
る
。

福
祉
バ
ス
の
永
年
継
続
と
５
地
域
に
安
曇
野
市
の
福
祉
バ
ス
を

子
育
て
・
学
校
支
援
は

公
平
体
制
を
取
り
、
希
望
に
添
え
る
よ
う
に
し
た
い

親
の
負
担
軽
減
し
、
子
育
て
支
援
を
し
て
い
く

　

福
祉
バ
ス
は
安
曇
野

市
の
福
祉
政
策
か
ら
重

要
だ
。（

市
長
）
利
用
者
１
万

２
０
０
０
人
、
公
平
体

制
を
と
り
、
交
通
手
段
の
な

い
高
齢
者
に
予
算
が
許
せ
ば

前
向
き
に
、
希
望
に
添
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
3

地
域
467
万
円
、
来
年
22

年
度
予
算
計
上
。

高
規
格
道
路
に
つ
い
て

　

松
本
糸
魚
川
高
規
格

道
路
の
計
画
は
、
豊
科

イ
ン
タ
ー
北
ル
ー
ト
付
近
に

す
る
方
向
の
環
境
が
整
っ
た

が
、
見
解
は
。

（
市
長
）
促
進
同
盟
会

の
基
本
で
行
き
た
い
。

（
同
盟
会
は
豊
科
イ
ン
タ
ー

北
ル
ー
ト
案
）

救
急
車
、
消
防
車
が

通
行
で
き
る
道
路
の
整
備
を

　

消
防
車
の
入
れ
な
い

道
路
と
団
地
形
成
で
の

道
路
対
策
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
危

機
管
理
室
と
の
連
携
で

対
応
調
査
し
（
現
在
確
認
は

29
路
線
）
順
次
整
備
し
て
い

く
。

新
型
イ
ン
フ
ル
に
つ
い
て

　

感
染
状
況
等
の
見
通

し
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
今

下
が
っ
て
い
る
が
、
小

学
生
は
１
月
７
日
か
ら
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
な
る
。
ワ
ク
チ

ン
は
県
が
分
け
て
供
給
し
、

任
意
接
種
希
望
者
ワ
ク
チ
ン

は
県
で
確
保
さ
れ
て
い
く
。

県
産
材
の
活
用
を

　

ウ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
政
策
で
市
の
建
物

に
県
産
材
活
用
は
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
県

の
利
用
指
針
で
は
保
育

園
・
児
童
館
・
机
・
椅
子
の

利
用
を
進
め
て
い
る
。

（
市
長
）
基
本
的
に
県

産
材
使
用
に
異
論
は
な

い
が
、
コ
ス
ト
高
に
な
る
。

　

堀
金
小
の
西
側
道
路

改
良
工
事
の
状
況
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
入

札
が
終
わ
り
、
21
年
度

事
業
で
工
事
完
成
予
定
で
あ

り
、
後
の
工
事
も
県
と
の
連

携
で
進
め
て
い
く
。

　

三
郷
小
学
校
の
マ
ン

モ
ス
化
解
消
は
。

（
市
長
）
検
討
は
聞
い

て
い
な
い
。
今
の
造
り

で
は
不
便
で
あ
り
、
教
育
6

団
体
要
望
も
あ
る
。
生
徒
に

不
都
合
あ
る
か
、
不
登
校
、

い
じ
め
、
運
動
会
な
ど
調
べ

る
必
要
が
あ
る
。

（
教
育
長
）
大
規
模
校

の
問
題
は
承
知
し
て
い

る
。
通
学
区
の
変
更
は
し
な

い
で
大
規
模
改
修
と
体
育
館

の
耐
震
を
計
画
し
て
い
る
。

松澤好哲

黒岩宏成

堀金小学校グランド西県道

堀金小学校田植え
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保
育
料
は
納
得
の
い
く
引
き
下
げ
を
し
て
欲
し
い

豊
科
文
化
財
団
の
村
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
い
つ
公
開
す
る
か

財
政
と
も
調
整
を
行
い
た
い

平
成
22
年
度
中
に
実
施
し
た
い

　

保
育
料
の
引
き
下
げ

や
子
ど
も
の
医
療
費
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
お
母
さ
ん
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
た
切
実
な
願
い
で
あ

る
。
保
育
料
の
引
き
下
げ
は

来
年
度
か
ら
低
所
得
者
を
中

心
に
軽
減
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
内
容

は
。

（
市
長
）
保
育
料
は
19

市
の
中
で
最
も
高
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
保
育
士

の
数
、
保
育
内
容
等
は
他
市

町
村
に
劣
ら
な
い
。
経
済
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
低

所
得
者
層
を
中
心
と
し
た
軽

減
が
必
要
だ
。
財
政
状
況
、

松
本
市
等
を
中
心
に
し
た
近

隣
の
状
況
を
勘
案
し
、
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容

に
し
た
い
。

　

県
下
で
は
安
曇
野
市

が
一
番
軽
減
率
が
低

い
。
平
均
は
24.3
％
と
な
っ
て

い
る
。
松
本
は
26.3
％
、
3
割

を
超
え
て
軽
減
し
て
い
る
市

も
あ
る
。
平
均
の
24
％
を
超

え
る
よ
う
な
軽
減
で
な
け
れ

ば
、
お
母
さ
ん
方
の
納
得
の

い
く
よ
う
な
引
き
下
げ
に
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
新

し
い
制
度
を
つ
く
る
と

か
、
制
度
を
見
直
す
と
か
い

う
場
合
、
財
政
的
な
面
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
が
実
際
の
社
会

に
与
え
る
影
響
、
効
果
を
十

分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
仮
に
一
割
程
度
軽
減
す

る
場
合
７
０
０
０
万
円
ほ
ど

財
源
が
必
要
で
あ
る
。
財
源

と
の
調
整
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
年
齢
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
私

た
ち
女
性
が
ず
っ
と
望
ん
で

い
た
こ
と
だ
。
し
か
し
、
受

診
の
際
に
医
療
機
関
、
薬
局

ご
と
に
受
益
者
負
担
が
か
か

る
。
こ
の
負
担
金
が
10
月
よ

り
300
円
が
500
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
安
曇
野
市
は
今
年

度
い
っ
ぱ
い
据
え
置
く
と
い

う
こ
と
だ
が
、
平
成
22
年
4

月
以
降
も
現
在
の
措
置
を
継

続
で
き
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
300

円
が
500
円
に
な
っ
て
県

の
財
政
が
浮
い
た
部
分
、
そ

れ
が
小
学
3
年
生
ま
で
引
き

上
げ
の
入
院
医
療
に
か
か
わ
っ

て
く
る
の
で
、
同
じ
制
度
の

中
で
使
わ
れ
れ
ば
こ
れ
も
前

進
か
な
と
感
じ
て
い
る
。

　

他
に
「
特
養
の
待
機
者
が

安
曇
野
市
で
も
400
名
弱
い
る

中
で
、
特
養
施
設
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
穂
高
白
百
合
荘

で
は
、
介
護
職
員
が
不
足
し

た
状
態
が
続
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
改
善
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
施
設
の
改
善

は
」
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

　

豊
科
文
化
財
団
所
有

の
村
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
財
産
目
録
に
1
億
６

５
０
０
万
円
余
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
当
然

市
民
の
財
産
で
あ
る
。
西
欧

近
世
の
人
々
が
、
親
か
ら
子

へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
え
て

き
た
歴
史
の
刻
ま
れ
た
生
活

工
芸
品
で
あ
る
。
貧
し
か
っ

た
時
代
に
人
々
が
い
か
に
し

て
こ
れ
ら
を
守
り
続
け
て
き

た
か
、
そ
の
生
活
史
を
示
す

こ
と
は
、
と
て
も
教
育
的
な

意
味
を
持
つ
。
同
時
に
ま

た
、
観
光
の
上
で
も
意
義
が

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

一
刻
も
早
い
公
開
を
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
か
ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
村
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
699
点
あ

る
。
過
去
に
一
部
を
展
示
し

た
こ
と
が
あ
る
が
全
体
像
を

展
示
し
て
は
い
な
い
。
す
べ

て
を
一
挙
に
展
示
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
こ
の
課
題
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た

い
。　

具
体
的
に
い
つ
、
展

示
公
開
す
る
の
か
。　

（
教
育
次
長
）
物
の
あ

ふ
れ
た
現
代
に
こ
そ
、

新
た
な
歴
史
認
識
の
た
め
に

展
示
が
必
要
と
い
う
議
員
の

意
見
に
賛
同
す
る
。
市
内
に

は
5
つ
の
郷
土
資
料
館
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
安
曇
野
の
文

化
や
歴
史
を
語
る
資
料
が
多

く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
村
田

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
と
西
洋

の
生
活
文
化
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
平
成
元
年
以
降
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
教
育
委

員
会
は
現
在
、
文
化
振
興
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
計
画

は
平
成
22
年
度
中
に
完
了
す

る
。
そ
の
検
討
段
階
で
部
分

的
で
も
村
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
よ
り
完
全
な
形
で
展
示
を

し
た
い
。

　
〔
要
望
〕
具
体
的
な
時
期

を
示
さ
れ
て
有
り
難
い
。
我
々

は
未
来
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
で

き
な
い
。
過
去
か
ら
学
ぶ
し

か
な
い
が
、
形
と
し
て
残
っ

て
い
る
も
の
は
僅
か
で
あ
る
。

こ
の
僅
か
な
も
の
か
ら
想
像

力
を
働
か
せ
て
、
先
人
が
い

か
に
生
き
抜
い
て
き
た
か
を

知
る
こ
と
が
未
来
に
つ
な
が

る
。
ま
た
市
長
が
所
信
表
明

に
お
い
て
、
安
曇
野
の
観
光

が
ス
ポ
ッ
ト
的
な
も
の
か
ら

目
的
意
識
を
持
っ
た
観
光
へ

シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
が
、
村
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
や
他
の
資
料
館
、
そ

し
て
温
泉
郷
な
ど
も
含
め

て
、
文
化
と
健
康
の
一
巡
コ

ー
ス
な
ど
考
え
て
行
け
ば
観

光
戦
略
的
な
意
味
を
持
つ
と

思
う
。
公
開
展
示
に
あ
た
っ

て
は
広
報
あ
づ
み
の
特
別
版

な
ど
を
作
成
し
、
市
民
に
一

層
の
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

猪狩久美子

山地重雄

西穂高保育園

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

20 年以上公開されなかった村田
コレクション。その全貌は？

ＱＱ
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「
因
縁
の
地
」
豊
科

田
沢
が
最
終
処
分
場
候

補
地
と
し
て
答
申
さ
れ
た
。

十
月
の
市
長
選
挙
に
掲
げ
た

見
直
し
の
真
意
を
伺
う
。

（
市
長
）選
挙
期
間
中
、

一
般
廃
棄
物
処
理
場
建

設
に
つ
い
て
は
、
日
常
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
施
設
。

建
設
に
向
け
て
は
再
度
検
討

見
直
し
す
る
場
面
が
で
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
と
訴
え

た
。
田
沢
地
区
の
心
情
は
痛

い
ほ
ど
理
解
を
し
て
い
る
。

年
数
の
短
縮
と
小
規
模
な
も

の
で
実
証
検
証
で
き
な
い
も

の
か
、
地
域
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
れ
ば
の
思
い
だ
っ

た
。　

こ
の
答
弁
で
は
田
沢

小
瀬
幅
地
区
の
皆
さ
ん

は
、
納
得
で
き
な
い
。
場
所

の
見
直
し
と
認
識
し
て
い

る
。「
当
該
構
想
は
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、

尊
重
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
」
こ
れ
は
、
つ
く
る
と
い

う
こ
と
か
。

（
市
長
）
最
終
処
分
場

検
討
委
員
会
報
告
は
、

慎
重
審
議
さ
れ
た
。
諮
問
を

し
答
申
を
受
け
た
以
上
は
尊

重
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
前
進
し
た
い
。

　

自
分
た
ち
で
出
し
た

ご
み
は
、
自
分
た
ち
で

責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
、
最
終
処
分
場
の
必

要
性
は
充
分
理
解
す
る
。
し

か
し
賛
成
・
反
対
で
区
内
が

二
分
す
る
よ
う
な
不
幸
な
事

態
が
起
き
る
こ
と
は
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
こ
と
。
三
郷

温
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
、
地
域
の
ご
理

解
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
安

曇
野
市
全
域
の
一
般
廃
棄
物

埋
め
立
て
の
早
期
実
現
有
効

活
用
を
。

（
市
長
）
三
郷
の
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、

平
成
9
年
3
月
完
成
、
埋
め

立
て
面
積
４
０
０
０
㎡
、
埋

め
立
て
容
積
2
万
３
０
０
０

㎥
、
平
成
20
年
度
末
現
在
３

０
０
０
㎥
の
埋
め
立
て
、
ま

だ
2
万
㎥
の
残
余
量
が
あ
る

計
算
と
な
っ
て
い
る
。
自
区

内
処
理
の
原
則
、
合
併
し
た

こ
と
、
処
分
場
の
余
力
が
十

分
あ
る
。
埋
め
立
て
期
間
の

延
長
、
そ
し
て
三
郷
以
外
の

4
地
域
、豊
科
、穂
高
、堀
金
、

明
科
の
同
種
の
ご
み
も
、
三

郷
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

で
処
理
を
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
、
今
地
元
の
現
地
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

他
に
、
市
依
存
か
ら
脱
却

し
た
「
区
の
あ
り
か
た
」「
区

長
の
位
置
づ
け
」
に
つ
い
て

質
問
を
し
た
。

三
郷
地
域
畜
産
臭
気
対
策
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

測
定
の
中
で
一
定
の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
施
設

　

市
長
は
所
信
表
明
の

中
で
田
園
都
市
構
想
を

掲
げ
て
い
る
が
、
三
郷
臭
気

問
題
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。

市
民
か
ら
直
接
苦
情
等
、
届

い
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が

解
決
に
向
け
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

（
市
長
）
特
に
夕
刻
の

匂
い
に
は
閉
口
し
て
い

る
。
悪
臭
に
対
す
る
対
策
は

何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
畜
産
農
家
の
課

題
で
も
あ
り
、
ま
た
、
畜
産

振
興
と
い
う
面
か
ら
は
、
ど

ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
と

考
え
て
い
る
。

　

臭
気
対
策
研
究
会
議

の
結
果
の
中
で
糞
尿
を

畑
に
ま
く
際
、
ス
ラ
リ
ー
イ
ン

ジ
ェ
ク
タ
ー
が
有
効
ら
し
い
が
、

今
後
、
市
で
畜
産
農
家
に
対

し
、
機
械
等
購
入
補
助
を
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
臭

気
対
策
研
究
会
議
の
立

ち
あ
げ
後
、
測
定
の
中
で
一

定
の
成
果
が
生
ま
れ
て
き
て

い
る
。
ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ー
も
一
策
で
あ
り
、
財

政
事
情
に
も
よ
る
が
、
農
業

の
補
助
支
援
と
い
う
中
で
具

体
化
し
て
い
き
た
い
。

保
育
教
育
に
つ
い
て

　

昨
年
来
の
不
況
の
影

響
で
失
業
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
私
的
契
約
保
育
に

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

就
職
先
が
決
ま
る
ま
で
1
カ

月
の
猶
予
が
あ
る
が
、
期
間

を
延
長
す
る
考
え
は
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
た

し
か
に
離
職
し
た
場
合
、

再
就
職
ま
で
は
相
当
の
時
間

が
か
か
る
の
が
現
状
だ
と
考

え
る
。今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

平
成
20
年
度
に
厚
生

労
働
省
が
保
育
指
針
の

改
定
を
し
た
中
で
、
地
方
公

共
団
体
も
国
に
な
ら
い
、
保

育
教
育
の
質
向
上
の
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た

が
、
安
曇
野
市
と
し
て
準
備

さ
れ
た
の
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
保

育
園
の
主
任
以
上
の
会

議
の
中
で
検
討
し
作
成
中
で

あ
る
。

「
あ
づ
み
ん
」
の
利
便
性

ア
ッ
プ
を

　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
8
割
以
上
の
満

足
度
が
あ
る
が
、
時
間
ど
お

り
来
て
く
れ
な
い
と
か
、
も

っ
と
横
の
つ
な
が
り
を
持
っ

て
運
行
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
聞
こ
え
る
が
、
改
善
の

余
地
は
な
い
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
こ

の
事
業
は
3
年
間
の
試

験
実
証
運
行
中
な
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て
意

見
を
聞
き
な
が
ら
確
か
な
公

共
交
通
と
し
て
い
き
た
い
。

小松芳樹

内川集雄

黒沢川の桜並木と畜舎

答申された豊科田沢の採土場

ＡＡ

Ａ

ＡＡ
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近
隣
市
町
村
に
比
べ
て
割
高
な
保
育
料
に
つ
い
て

超
高
齢
者
社
会
を
迎
え
る
た
め
の
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
は

公
約
に
基
づ
い
て
保
育
料
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
い
く

　

安
曇
野
市
の
保
育
料

は
、
近
隣
市
町
村
に
比

べ
て
割
高
で
あ
る
と
い
う
保

護
者
の
声
が
あ
る
が
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
策
の
一
つ
と

し
て
、
市
長
が
所
信
表
明
の

中
で
言
及
し
た
保
育
料
の
見

直
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
県
下
19
市
の

う
ち
最
も
高
い
と
い
う

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
保
護

者
の
負
担
軽
減
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
保
育
料
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
公
約
に
基
づ
い

て
ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。な
お
、

現
在
の
保
育
料
は
合
併
前
町

村
の
平
均
値
を
も
っ
て
新
市

の
保
育
料
と
す
る
と
し
た
、

合
併
協
議
に
お
け
る
合
意
に

基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
合
併
時
に
県

内
や
近
隣
市
町
村
の
保

育
料
を
参
考
に
し
て
決
め
な

か
っ
た
の
か
。

（
総
務
部
長
）
合
併
当

時
の
担
当
部
会
で
は
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
も
調
べ

た
上
で
保
育
料
を
決
定
し
て

い
る
。
保
育
料
と
提
供
で
き

る
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
の
両
方

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
大
き

く
開
き
の
あ
っ
た
合
併
前
町

村
の
保
育
料
の
平
均
を
取
る

こ
と
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

厳
し
い
財
政
事
情
は

承
知
し
て
い
る
が
、
将

来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

先
行
投
資
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
だ
。
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
な
予
算
編
成
を
お
願
い
す

る
。
そ
の
決
意
を
表
明
し
て

ほ
し
い
。

（
市
長
）
新
年
度
に
向

け
て
予
算
組
み
を
す
る
。

安
曇
野
菜
園
の
経
営
状
況

　

赤
字
経
営
の
続
く
安

曇
野
菜
園
で
あ
る
が
、

昨
年
は
病
害
虫
や
葉
カ
ビ
病

の
多
発
に
よ
り
、
思
う
よ
う

な
栽
培
が
で
き
な
か
っ
た
。

作
物
の
収
穫
は
自
然
と
の
闘

い
で
あ
り
、
病
害
虫
や
病
気

の
発
生
は
予
期
す
べ
き
こ
と

と
思
う
。
県
の
病
害
虫
防
除

所
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
発
生
予
察
、
栽
培
に

関
す
る
情
報
を
的
確
に
把
握

し
て
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た

の
か
疑
問
だ
。
今
後
の
経
営

再
建
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
事
業
の
中
止

に
は
、
補
助
金
の
返
還

等
に
よ
り
15
億
円
程
度
の
財

政
負
担
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

や
、
菜
園
に
お
け
る
雇
用
問

題
等
を
考
慮
し
て
、
経
営
再

建
に
取
り
組
む
決
意
だ
。
安

曇
野
の
気
象
条
件
と
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
生
か
し
て
、
カ

ゴ
メ
と
一
層
連
携
を
深
め
、

副
市
長
を
先
頭
に
経
営
再
建

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

　

２
０
２
５
年
に
は
、

日
本
の
人
口
の
3
分
の

1
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

な
る
超
高
齢
者
社
会
を
迎
え

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
安
曇

野
市
と
し
て
も
、
現
在
4
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
で
あ

り
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

入
れ
な
い
待
機
者
が
、
重
複

し
て
は
い
る
が
370
名
、
要
介

護
の
方
は
３
９
０
６
名
で
あ

る
が
、
市
と
し
て
こ
の
状
態

を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
伺
い

し
た
い
。
ま
た
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
急
増
し
て
い

る
た
め
、
高
齢
者
へ
の
支
援

と
し
て
は
。
ま
た
、
外
出
手

段
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
方

全
員
に
、
タ
ク
シ
ー
券
の
配

布
を
要
望
し
た
い
。

（
市
長
）
介
護
が
必
要

な
方
や
、
ご
家
族
が
抱

え
る
介
護
の
不
安
を
解
消
す

る
よ
う
に
、
年
次
計
画
と
し

て
、
第
4
次
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
、
民
間
が
進

め
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

整
備
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
市
か
ら
現

場
へ
出
か
け
る
と
い
う
提
案

が
あ
っ
た
が
、
民
生
委
員
・

区
長
・
市
の
職
員
と
連
携
し

な
が
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
皆

様
方
へ
の
訪
問
が
実
現
す
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
く
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
一

人
暮
ら
し
の
家
庭
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
対
応
の
で

き
る
職
員
を
送
り
出
す
こ
と

も
今
後
検
討
し
、
取
り
組
め

る
こ
と
は
や
っ
て
い
く
。
タ

ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
は
、
デ

マ
ン
ド
交
通
と
い
う
こ
と

で
、
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、

検
討
し
て
い
く
。

親
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
づ
く
り
を　
　
　

　

放
課
後
の
居
場
所
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
。

親
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
受
け
入
れ
拡
大
を
要
望
し

た
い
。
進
捗
状
況
を
含
め
て

お
伺
い
す
る
。

（
市
長
）
大
切
な
視
点

と
思
っ
て
い
る
。
一
気

に
拡
大
で
き
る
か
ど
う
か
を

含
め
て
、
施
設
の
受
け
入
れ

態
勢
等
踏
ま
え
て
、
学
校
現

場
、
教
育
委
員
会
の
見
解
を

踏
ま
え
、
空
き
教
室
の
利
用

等
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
課
題
だ
と
思
う
。

（
教
育
次
長
）
穂
高
北

小
に
空
き
教
室
が
あ
る

が
、
全
て
の
地
域
で
利
用
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
来

年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
健
康
福

祉
部
、
教
育
委
員
会
、
穂
高

北
小
で
継
続
し
て
協
議
を

行
っ
て
い
く
。

高橋　淨

藤原陽子

保育園で遊ぶ園児たち
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観
光
を
中
心
に
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
、
健
康
意
識
や
心

の
満
足
に
こ
た
え
る
事
業
メ

ニ
ュ
ー
の
策
定
と
あ
る
が
内

容
は
何
か
。
温
泉
の
利
用
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。
文
化
行

政
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
中

で
豊
科
近
代
美
術
館
を
拠
点

に
全
国
発
信
で
き
た
り
、
企

画
展
が
や
れ
る
規
模
に
充
実

さ
せ
る
構
想
は
あ
る
か
。

（
市
長
）
観
光
の
一
つ

の
目
的
に
は
、
心
の
い
や

し
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
る
。
安
曇
野
全
体
が
地
域

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

生
か
し
て
医
療
、福
祉
、
健
康

づ
く
り
等
を
持
つ
温
泉
郷
の

利
用
で
、
ぜ
ひ
滞
在
型
の
観

光
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）「
安

曇
野
で
漂
う
36
時
間
」

で
滞
在
型
観
光
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
し
ゃ
く
な
げ

荘
を
ど
う
活
用
す
る
か
本
年

度
研
究
に
手
を
つ
け
た
い
。

（
教
育
次
長
）
安
曇
野

市
文
化
振
興
計
画
の
中

で
豊
科
近
代
美
術
館
に
つ
い

て
も
規
模
や
設
備
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

安
心
安
全
の
交
通

道
路
整
備
を

　

住
み
や
す
い
地
域
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
交

通
と
道
路
問
題
が
あ
る
。
す

べ
て
の
市
民
の
住
宅
の
木
戸

先
ま
で
舗
装
が
行
き
渡
る
よ

う
に
、
通
学
路
に
は
歩
道
設

置
を
き
ち
ん
と
や
り
危
険
状

態
を
解
決
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
要

望
あ
る
い
は
利
用
者
数

の
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
順

次
対
応
し
て
い
く
。
通
学
路

の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
交

通
量
が
あ
り
、
歩
道
の
必
要

性
を
勘
案
し
な
が
ら
補
助
事

業
等
も
有
効
に
活
用
し
て
順

次
進
め
て
い
く
。

　

公
共
交
通
の
果
た
す

役
割
は
非
常
に
重
要
で
、

そ
の
な
か
で
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
に

駐
車
場
を
確
保
し
駐
輪
場
に

屋
根
を
つ
け
る
こ
と
は
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
合

併
特
例
債
で
駐
車
場
用

地
の
確
保
は
難
し
い
。
駐
輪

場
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
を
優
先
し
て
屋
根
の
設

置
を
含
め
て
駅
周
辺
の
整
備

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

穂
高
駅
西
の
区
画
整

理
に
伴
っ
て
西
口
と
東

西
通
路
を
作
る
べ
き
で
は
な

い
か
。（

都
市
建
設
部
長
）
事

業
費
が
ほ
と
ん
ど
地
元

負
担
で
多
額
の
た
め
、
当
初

計
画
を
凍
結
し
た
。
今
後
は

そ
の
方
向
性
を
固
め
る
中
で

進
め
て
い
き
た
い
。

　

他
に
、
子
育
て
支
援
策
の

中
で
、
第
三
子
以
降
子
ど
も

が
誕
生
し
た
時
の
祝
い
金
創

設
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

公
共
交
通
を
欧
州
に
学
び
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か

生
活
交
通
の
充
実
で
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る

温
泉
の
利
用
で
滞
在
型
の
観
光
に

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
隆
盛
の
時
代
は
終
わ

っ
た
。
公
共
交
通
機
関
を
ま

ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
、

欧
州
型
で
環
境
に
や
さ
し
く

賑
わ
い
あ
る
ま
ち
を
ど
う
創

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
が
。

（
市
長
）
地
域
公
共
交

通
総
合
連
携
計
画
で
、

生
活
交
通
の
確
保
・
充
実
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

す
る
と
し
て
い
る
。

　
「
あ
づ
み
ん
」
と
セ

ッ
ト
で
市
内
循
環
路
線

バ
ス
「
ぐ
る
っ
と
め
ぐ
る
ト

ン
マ
ス
号
」
を
走
ら
せ
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
採
用
、
市
民

参
加
、
市
既
存
の
車
輌
を
使

用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）
巡

回
バ
ス
で
成
功
し
て
い

る
ム
ー
バ
ス
（
武
蔵
野
市
）

は
路
線
が
5
㎞
と
短
く
運
行

間
隔
15
分
と
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
当
市
で
そ
れ
は
で
き

ず
、
運
行
は
難
し
い
。

子
ど
も
期
の
遊
び
を

大
人
の
責
任
で
甦
ら
せ
る

　

子
ど
も
の
権
利
条

約
国
連
採
択
20
年
。
日

本
、
当
市
の
現
状
は
ど
う

か
。
遊
び
場
・
居
場
所
が
乏

し
い
。
将
来
担
う
子
ど
も
た

ち
に
大
人
の
責
任
が
果
た
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
ど
う
考

え
る
か
。

（
教
育
長
）
時
代
が
激

し
く
変
わ
り
、
今
は
一

人
で
遊
べ
る
。
安
全
な
居
場

所
を
確
保
し
、
地
域
と
の
関

わ
り
で
子
育
て
を
す
る
取
り

組
み
が
三
郷
、
穂
高
で
行
な

わ
れ
て
い
る
。

　

新
自
由
主
義
社
会
で

は
子
ど
も
期
が
剥
奪
さ

れ
て
い
る
。「
雑
巾
」（
名
古

屋
市
）
と
い
う
遊
び
が
あ
る

が
、
楽
し
く
て
面
白
い
、
教

え
た
く
な
る
も
の
で
こ
そ
伝

承
で
き
、
異
年
齢
集
団
が
自

然
と
で
き
る
。
子
ど
も
期
の

遊
び
を
大
人
の
責
任
で
甦
ら

せ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

（
教
育
長
）田
ん
ぼ
、神

社
、
公
民
館
で
、
が
き

大
将
中
心
の
遊
び
が
あ
っ
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

で
社
会
性
あ
る
逞
し
い
子
ど

も
を
育
て
て
い
き
た
い
。

失
業
者
を
救
う
手
立
て
は

　

派
遣
切
り
で
失
業
。

公
営
住
宅
に
入
れ
な

い
。
と
い
っ
た
声
が
あ
る
が

失
業
者
を
救
う
手
立
て
は
ど

う
と
っ
て
い
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
12

月
29
・
30
日
に
生
活
支

援
年
末
緊
急
相
談
を
豊
科
総

合
支
所
で
開
設
。
離
職
者
の

住
居
安
定
確
保
は
常
時
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

　

他
に
「
地
デ
ジ
難
民
」
を

出
さ
ず
、
市
民
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
と
質
問
し
た
。

下里喜代一

荻原勝昭
穂高駅西駐輪場
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安
曇
野
市
本
庁
舎
建
設
地（
用
地
）の
早
期
決
定
を

平
成
22
年
5
月
ま
で
に
は
決
定
し
た
い

　

本
庁
舎
建
設
は
市
民

の
合
意
と
理
解
を
得
る

に
は
、
一
日
で
も
早
く
建
設

地
の
決
定
を
望
む
。
一
年
遅

れ
れ
ば
1
億
円
（
5
億
円
の

試
算
も
あ
る
）
の
行
政
経
費

の
ロ
ス
が
発
生
す
る
。

　

①
審
議
会
答
申
の
3
カ
所

の
可
能
性
（
許
可
難
易
度
承

知
の
上
で
の
発
表
か
）
②
3

カ
所
不
調
時
の
新
候
補
地

（
市
街
化
区
域
連
た
ん
地
域
・

豊
科
総
合
支
所
・
旧
東
洋
紡

跡
地
）
等
の
検
討
は
。
③
市

長
は
、
5
月
の
決
定
と
言
っ

て
い
る
が
合
併
特
例
債
活
用

な
ど
に
間
に
合
う
の
か
。

（
総
務
部
長
）
候
補
地

の
選
定
は
年
内
に
も
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
答
申
内
容
を
尊
重

し
な
が
ら
指
摘
場
所
を
含
め

再
度
見
直
し
を
し
て
い
く
。

合
併
特
例
債
期
限
内
が
必
須

条
件
で
あ
る
。

農
業
振
興
条
例
の
制
定

　

新
市
将
来
構
想
の
基

本
方
針
で
は
、
自
然
と

景
観
を
守
り
、
地
域
の
将
来

の
生
活
を
守
る
た
め
、
特
に

農
業
を
守
り
育
て
る
新
た
な

対
策
づ
く
り
を
行
う
と
し
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

田
園
都
市
構
想
実
現
に
向

け
、
条
例
の
制
定
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

（
市
長
）
現
行
の
事
業

制
度
等
の
見
直
し
の
な

か
で
、
条
例
制
定
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。
議
員
の
み
な
さ
ん
に

も
制
定
に
向
け
検
討
願
い
た

い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
国

の
動
向
を
見
据
え
来

年
度
か
ら
着
手
し
、
2
年
位

の
工
程
で
慎
重
に
進
め
た
い
。

自
治
組
織
の
育
成

　

地
縁
的
団
体
組
織
の

自
治
区
や
常
会
・
隣
組

を
育
成
し
、
地
域
防
災
力
・

防
犯
力
・
教
育
力
・
福
祉
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。
自
治
区
へ
の
加
入
率

は
。
加
入
促
進
策
と
し
て
、

条
例
策
定
・
区
交
付
金
の
増

額
・「
広
報
あ
づ
み
の
」
の

配
布
見
直
し
（
配
布
可
能
区

は
区
に
委
ね
る
）
を
考
え
た

い
が
。（

企
画
財
政
部
長
）
加

入
率
は
４
月
現
在
約
80

％
。
地
区
別
で
は
、
豊
科
91.9

％
、
穂
高
69.2
％
、
三
郷
７５．４
％
、

堀
金
８1．４
％
、
明
科
８７．７
％
。
条

例
で
加
入
を
強
制
す
る
こ
と

は
困
難
。
加
入
促
進
・
交
付

金
は
区
長
会
で
検
討
し
、
広

報
の
配
布
方
法
に
つ
い
て

は
、
研
究
を
し
て
い
く
。

　

他
に
学
校
給
食
の
完
全
米

飯
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

山田高久

ＡＡ

Ａ

Ａ Ｑ

Ｑ

Ｑ

約８ha の未開発市街化区域
（本庁舎市街化区域候補地）
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議案第 130 号 平成 21 年度 安曇野市一般会計補正予算（第４号）（ 総務委員会所管事項 ）

審査内容

（要望）
・選挙管理委員会について

　衆議院議員、市長、市議会議員と、3 つの選挙があった。ポスター掲示板設置場所、事前説明会など選
管の対応に問題が幾つかあった。
　来年も大きな選挙があるので、今後、選挙事務の精通に努めて改善を図り、万全を期して欲しい。

・デジタル移動系防災行政無線整備工事について
　この工事において、三郷小倉地区の室山に鉄塔を建設するにあたり、室山地区で説明会を行い、要望な
どを受け、一定の理解を得て、今後、三郷地域全体の説明会を予定しているとのことである。
　将来、景観条例が制定された時に問題が起こらないように、こういった説明会はできるだけ全市に知ら
せて、市民の意見を聞く機会を設け、市民の合意を得て欲しい。

審査結果 上記のような要望を踏まえ、採決を行った結果、全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

請願第 6 号 食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて、食品表示制度の抜本改正について国へ
の意見書提出を求める請願

審査内容

（意見）
　トレーサビリティ、いわゆる産地、生産方法とその履歴の確認ということは、現状では大変難しい。特に、
加工食品については、その履歴は把握できるものではない。こういったことを実施するには、かなりの時
間と労力が必要である。
　しかし、こういった現状と、今後どのような方法で実施するかという課題もあるが、今必要なことなので、
採択としたい。

審査結果 上記のような意見を踏まえ、採決を行った結果、全員が願意妥当と認め、「 採択すべきもの 」 と、決定した。

陳情第 7 号 EPA・FTA 推進路線の見直しを求め、日米 FTA の推進に反対する陳情

審査内容
（審査を継続したいとする意見）

　関税の撤廃については反対である。しかし、食糧自給率を向上させることには賛成である。まだ、民主
党のマニフェストがはっきりしないので、継続して調査したい。

審査結果 上記のような審査を継続したいという意見について、諮ったところ、賛成多数で、「継続審査とすべきもの」と、
決定した。

議案第 125 号 安曇野市特別職の職員等の旅費又は費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

審査結果 特に、異議はなく全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

議案第 129 号 安曇野市公衆便所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

議案第 130 号 平成21年度 安曇野市一般会計補正予算（第４号）（ 環境経済委員会所管事項）

議案第 131 号 平成21年度 安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第 132 号 平成21年度 安曇野市老人保健特別会計補正予算（第２号）

議案第 133 号 平成21年度 安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第 137 号 平成21年度 安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（第２号）

審査結果 特に、異議はなく全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

第
四
回
臨
時
会

12
月
定
例
会

11
月
26
日
開
催

詳
し
く
は
議
案
の
審
議
結
果

（
Ｐ
７
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
事
案
件

・
千
國
寛
一
氏
の
監
査
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て
、同
意
し
た
。

人
事
案
件

・
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
左
記
の
３
氏
に
つ
い

て
同
意
し
た
。

大
久
保
陸
男

松
岡　

光
正

清
澤
喜
美
蔵

・
唐
澤
武
志
氏
の
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
適
任

と
し
た
。

ピックアップ常任委員会 ピックアップ常任委員会

総務委員会審査報告

環境経済委員会審査報告

福祉教育委員会審査報告

建設水道委員会審査報告

議案第 126 号 安曇野市重度心身障害者福祉金に関する条例の一部を改正する条例

議案第 127 号 安曇野市社会就労センター条例の一部を改正する条例

議案第 128 号 安曇野市学校施設使用条例の一部を改正する条例

審査結果 特に、異議はなく全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

議案第 130 号 平成 21 年度 安曇野市一般会計補正予算（第４号）（ 福祉教育委員会所管事項 ）

審査内容

（要望）
　保育園を移転改築するにあたり、土地を提供される所有者は、将来の子どもたちを育てていくための施
設ということで、先祖から受け継いできた農地を永久に手放し協力していただいている。
　これからは、土地の所有者との対応は、取得価格の決定方法も含めて、先ず市の幹部が出向く等、丁寧
な説明に配慮をして欲しい。

審査結果 上記のような要望を踏まえ、採決を行った結果、全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

請願第 5 号 安曇野市で購入する本について

審査内容

（審査を継続したいとする意見）
　図書館の図書の納入時、図書館システム登録作業等、市外業者と同じ状態で納品できるのであれば、市
内業者にお願いするのが筋であると思うが、現状では確認できない。
　心情的には採択としたいが、納入条件を請願者に確認した上で審査したいので、継続審査としたい。

審査結果 上記のような審査を継続したいという意見について、諮ったところ、全員賛成で、「継続審査とすべきもの」と、
決定した。

議案第 134 号 平成21年度 安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

審査結果 特に、異議はなく全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

議案第 130 号 平成21年度 安曇野市一般会計補正予算（第４号）（ 建設水道委員会所管事項 ）

議案第 135 号 平成21年度 安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第３号）

議案第 136 号 平成21年度 安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

議案第 138 号 平成21年度 安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

審査結果 特に、異議はなく全員賛成で、「 原案のとおり、可決すべきもの 」 と、決定した。

議案第 139 号 市道の廃止について

議案第 140 号 市道の認定について

審査結果 以上の議案については、特に、異議はなく全員賛成で、「原案のとおり、可決すべきもの」と、決定した。



安
曇

野
市

議
会

だ
よ

り
　

第
17

号
平

成
22

年
2

月
3

日
発

行

発
行

　
長

野
県

安
曇

野
市

議
会

編
集

　
議

会
広

報
特

別
委

員
会

印
刷

　
㈲

安
曇

印
刷

〒
399-8211　

長
野

県
安

曇
野

市
堀

金
烏

川
2750-1 安

曇
野

市
堀

金
総

合
支

所
内

TE
L 0263-71-2156   FA

X
 0263-71-2150

http://w
w

w
.city.azum

ino.nagano.jp/gikai/index.htm
l

E
-m

ail:gikai@
city.azum

ino.nagano.jp

　

第
17
号
は
２
月
３
日
発
行
、
節
分
と
重
な

り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
昨
年
10
月
の
市
議

選
か
ら
４
か
月
近
く
が
た
ち
、
12
月
定
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会

を
経
て
新
し
い
議
会
は
本
格
稼
働
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
担
う
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広
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特
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も
、
10
名
の
う
ち
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新
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と

い
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フ
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シ
ュ
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。
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な
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今

後
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課
題
と
し
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取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

そ
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つ
け
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、
議
会
だ
よ
り
を
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じ
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情
報
公
開
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
誌
面
作
り
の
工
夫

が
も
っ
と
必
要
と
な
り
ま
す
。
幅
広
い
年
代
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関
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す
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の
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だ
さ
い
。

市民の声
「議会に望むこと」

百瀬　陽子（豊科地域）

初当選議員勉強会

たわむれる白鳥たち（犀川白鳥湖）

3 月 1 日（月）～３月 25 日（木）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

平成 22 年安曇野市議会

３月定例会会期日程（予定）編
集
後
記

　昨年 10 月の選挙による新体制の議
会がスタートして、3 か月余りが過ぎ
ようとしています。2 期目の方、1 期
目の方、其々にはりきっておられる
お姿に、これからの議会運営に大き

な期待が膨らんでいます。
　しかるに、合併後、議会が市民から遠い存在になって
しまっているようにも感じます。市政を問い質し、より
すばらしい安曇野市を構築していくことも議会の重要な
役割とは思いますが、そこに市民の意向が反映されてい
ないのであるなら、無意味なものではないでしょうか。
安曇野ブランド推進会議等の市民活動に、議員の方々が、
同じ市民として参加されているところはほとんどお見受
けしません。
　市が主催する行事には来賓として出席されておられる
と思います。しかし、実際の市民の活動に、議員の方々
がどれほど目を向けておられるのか、市民からは見えに
くくなっているように思います。
　ぜひ、もっと市民の中に入ってきていただきたいと思
います。市民と共に汗を流していただきたいと思います。
　2 期目となり、市庁舎の建設、土地利用の件、最終処
分場の件等、重要な課題が山積する中、議員の方々には
市民の目線に立ち、市民の声を反映して、これらの問題
を解決されていくことを切に望みます。そのためにも、
ぜひもっと市民に近づいていただきたいと思います。

　平成 21 年 11 月 11 日、初当選議員 12 人
全員出席のもと、勉強会が行なわれた。
　安曇野市の組織、予算については総務部
長から説明があり、「市民の目から見てわ
かり易く公平なものでなければならない。
要項を決めて効率的な仕事を心がけてい
る。これは地方自治法に則ってやっている
ものだ。」という話がされた。
　続いて本会議や常任委員会の運営等につ
いて、議会事務局から説明がなされ、「議
会の招集権者は市長である。『表決』とは
個々の議員が賛否の意思を表示すること。

『採決』とは議長が議員に賛否を諮ること。
委員会で同一内容の反対意見に同調する委
員が 2 人以上いる場合『少数意見』として
留保する。」などの基本的なことや、「一般
質問に関しては、自分が調査した上での
質の高い質問をしてほしい。」などが話さ
れた。


